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一
、

は

じ

め

に

生
産
物
が
生
産
者
か
ら
消
費
者
ま
で
供
給
さ
れ
る
過
程
で
、
そ
の
生
産
物
の
円
滑
な
流
通
に
よ
る
均
等
な
分
配
は
、

一
般
経
済
生
活
に
於
い
て

過
去
も
現
在
も

一
番
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
は
結
局
ど
こ
で
も
解
決
さ
れ
な

い
ま
ま
、
今
ま
で
も
人
類
全
体

の
問
題
と
し
て
残

っ
て

い
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
今
ま
で
の
歴
史
発
展
過
程
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
支
配
階
層
の
政
治
的
道
徳
性

、
社
会
各
階
層
の
意
識

水
準
及
び
自
由
市
場
経
済
体
制
下
で
の
適
切
な
牽
制
と
均
衡
等
に
よ

っ
て
、
そ
の
状
況
程
度
と
社
会
的
発
展
方
向
が
違

っ
た
事
実
が
知
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
二
十
世
紀
初
頭
の
中
国
農
村
社
会
を
観
察
す
れ
ば
、
当
時
中
国
農
村
が
持

っ
て
い
た
矛
盾
点

及
び
農
民
意
識
の
変
化
、

そ
し
て
社
会
主
義
社
会

へ
の
転
換
等
を
理
解
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
中
国
農
村
社
会
が
持

っ
て
い
た
独
特
な
状
況
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
最
近
中
国
を
含
む
社
会
主
義
国
家
が
、

マ
ル
ク
ス
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
史
的
唯
物
論
に
よ
る

一
種
の
歴
史
法
則
に
逆

っ
て
い
る
変
則
事



例
を
見
る
時
、
当
時
の
中
国
社
会
が
理
念
的
、
体
制
的
転
換
よ
り
も
、
社
会
経
済

の
構
造
的
矛
盾

の
克
服
に
よ
る
、
伝
統
中
国
の
資
本
主
義
的
産

業
社
会

へ
の
定
着
が
、
よ
り
中
国
の
発
展
に
寄
与
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

従

っ
て
、
本
論
文
で
は
当
時
中
国
で
最
も
重
要
な
経
済
商
品
で
あ

っ
た
米
穀

の
生
産
、
分
配
、
流
通
等

一
連

の
交
易
過
程

の
中
で
現
れ
た
問
題

点
を
、
農
村
の
社
会
経
済
構
造
の
中
で
把
握
し
、
中
国
農
民
が
中
共
の
指
導
路
線
を
受
け
入
れ
る
べ
き
状
況
で
あ

っ
た
か
、
そ
れ
は
ま
た
中
国
農

民
に
と

っ
て
、
正
し
い
選
択

で
あ

っ
た
か
ど
う
か
等

の
問
題
を
究
明
し
よ
う
と
思
う
。

江
西
省

は
特
に
中
国
の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
長
江
流
域
の

一
省
で
あ
り
、
土
地
面
積
に
対
す
る
稲
田
の
比
率
が

一
番
低

い
省
で
あ

っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
米
生
産
が
湖
南
省
に
次
い
で
多
く
、

一
九

一
五
年
以
後
小
軍
閥
が
離
合
集
散
し
た
地
域
と
し
て
、
米
禁
、
苛
酷
雑
指
、
土
地
兼
併
、
田

地
荒
廃
等
農
村
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
地
域
で
あ
り
、

一
九
二
七
年
以
後
中
共
の
ソ
ビ

エ
ト
建
立
、

一
九
三

一
年
以
後
中
央
ソ
ビ

エ
ト

建
立
と
土

地
革
命
の
提
唱
は
、
当
時
農
村
農
民
の
状
況
を
理
解
す
る
た
め
、
充
分
な
モ
デ
ル
地
域
に
な
ろ
う
。

一
方
、

江
西
省
の
米
穀
流
通
状
況
を
充
分
に
理
解
す
れ
ば
、
そ
の
地
理
的
位
置
に
よ
り
、
長
江
流
域
諸
省
間
の
米
穀
交
易
状
況
と
米
穀
市
場

の

版
図
変
化

、
外
米
の
流
入
の
影
響
等
当
時
中
国
米
穀
市
場
の
流
れ
に
対
す
る
全
般
的
理
解
が
で
き
る
。

故
に
、
本
論
文
で
は
、
ま
ず
江
西
省
各
地
域
の
米
穀
生
産
状
況
と
相
互
需
給
関
係
を
検
討
し
、
省
内
外
の
米
市
場
の
状
況
と
農
村
経
済
と

の
関

係
、
米
禁

が
農
村
経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響
等
を
分
析
し
、
当
時
国
共
雨
党
の
指
導
路
線
に
対
す
る
農
民
の
心
理
動
揺
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

一
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一

二

米
穀
需
給
の
江
西
省
の
地
域
的
特
質

　
　

　

江
西
省

は
自
然
環
境
が
辺
遠
地
域
の

一
部
を
除
外
し
、
す

べ
て
の
耕
地
が
米
耕
作
に
適
合
し
て
い
る
。

一
九
三
四
年

の
状
況
を
見
る
と
、
稻
作

面
積
は
三
、
二

一
九
萬
畝
、
大
豆

・
小
変
が
四
百
鯨
萬
畝
、
大
変
が
二
百
鯨
萬
畝
、
綿
花
、
油
菜
、
花
生
が
各
々
百
絵
萬
畝
と
な

っ
て
い
る
か

ら
至
稻
作

面
積
が
全
土
地

の
十
五
%
に
及
は
ず
這
稻
作
が
江
西
省
で
占
め
る
比
重
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
生
産
量
は
湖
南
省
の

次
で
あ
り
、
全
中
国
の
中
で
は
重
要
米
生
産
地
域
で
あ

っ
た
と
は
い
え
よ
う
。
故
に
、
江
西
人
は
習
慣
上
米
を
食

べ
た
た
め
、
変
等
雑
量
の
生
産

ハ
う

　

が
少
な
か

っ
た
。

生
産
時
期
と
生
産
性
は
、
地
域
と
気
候
に
よ

っ
て
違
う
が
、
生
産
時
期
は
二
毛
作
の
場
合
、
早
稻
は
四
月
初
に
播
種
し
て
六
月
末
に
収
穫
し
、

　
　

　

晩
稻
は
七
月
初
に
播
種
し
て
九
月
末
に
収
穫
す
る
。
大
略
二
毛
作
可
能
地
域
は
略ス
西
南
部
の

一
部
地
域
で
あ

っ
た
が
、

一
九
三
〇
年
代
中
期
、
政



　
フ

　

府
当
局
が
農
業
改
良
事
業
を
推
進
す
る
ま
で
は
、
投
資
額

の
割
に
は
生
産
額
が
少
な
か
っ
た
の
で
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か

っ
た
。
故
に
二
十
世
紀
初

頭
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
が

一
毛
作
で
あ
り
、
農
民
は
収
益
性
が
高
い
上
質

の
晩
米
を
主
に
耕
作
し
た
。
生
産
性
は
上
等
田
と
普
通
田
の
平
均
額
が
毎

　
　

　

畝
当
り
穀
三
石
九
斗

一
升
で
あ

っ
た
が
、
飯
米
に
す
る
と
わ
ず
か
に

一
石
八
斗
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
46
%
の
低
い
精
米
率
は
、
精
米
技
術
と

も
関
係
が
あ
る
が
、
直
接
的
に
は
粘
性
が
な
い
米
自
体

の
劣
悪
性
に
起
因
す
る
と
思
う
。
そ
の
生
産
性
は
長
江
流
域
の
諸
省
と
比
較
す
る
と
、
非

　
　

　

常
に
低
か

っ
た
と

い
え
る
。

江
西
米
の
質
と
生
産
性
が
全
般
的
に
劣
る
こ
と
は
、
雑
税
の
加
重
、
租
田
制
度
の
不
合
理
性
、
天
災
、
人
災
と
い
っ
た

問
題
と
も
関
係
が
あ
る

へ
り

　

が
、
耕
作
技
術
や
品
種
改
良
が
邊
れ
て
い
た
こ
と
と
も
関
係
が
あ

っ
た
と

い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
当
時
の
省
政
府

当
局
と
清
末
以
來
設

ハ
け

　

立
さ
れ
て
き

た
各
種
農
業
機
関
の
行
政
及
び
農
業
政
策
が
形
式
的
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
ま
た
中
共
が
蹟
雇
し
て

　レ
　

土
地
革
命
等
農
村

・
農
民
に
対
す
る
政
策
が
提
起
さ
れ
た
時
ま
で
継
続
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う

な
農
業
生
産
の
不
振
は
農
村
経
済
の
衰
退
を
意
味
し
て
お
り
、
農
業
経
済
を
根
幹
と
す
る
江
西
経
済
の
破
産
を
意
味
し
よ
う
。
こ
の

よ
う
な
全
般

的
な
江
西
米

の
劣
悪
性
の
外
に
、
各
地
域
別
の
米
穀
生
産
状
況
、
流
通
過
程
等
を
見
れ
ば
、
米
穀
商
品
経
済
市
場
の
未
発
達
及
び
農

民
の
心
理
的
衝
撃
等
江
西
農
村
の
危
機
状
況
が
さ
ら
に
詳
し
く
解
明
さ
れ
る
と
思
う
。

本
論
文
で
は
江
西
省

の
各
地
域
の
米
生
産
と
消
費

・
地
域
間
の
米
需
給
関
係
等
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
米
生
産
量

.
人
口

.
交
通

.
政
治
的

状
況

・
土
壌

・
気
候
等
に
よ
り
、
図

一
の
よ
う
に
六
個
の
地
域
に
分
け
て
比
較
検
討
し
て
い
く
。
(参
考

:
図
二

.
三

.
四

.
五
)

各
地
域

の
特
性
を
見
る
と
、
左
の
よ
う
で
あ
る
。

一
89

一



図1江 西省各縣分区図

資料來源:

a.江 西 経 済 問 題

Pp.135～142

b.第 一回 江 西 年 鑑

上忌[}ミ125でr

pp.640--644

米 の 生 産 量 表 よ り作 成

(1933～1934)

一
90

一



図2江 西省の中共邊区状況

資料來源

民 間24年 中 国経 済 年鑑

績編.P.F354よ り

作 成

各 縣 の 砧 領 状 況

南東

北東

北西

南西

朱、林 、彰 の部隊:135軍 団
羅嫡輝 の部隊:22軍

興国 、寧 都、石城 、雲都 、瑞金

会 昌、尋郁 、安遠 等縣:枯 亨

黎川:暑 、南城:号 、宜 黄:÷

樂安:暑 、永豊:壱 、吉水:去

安福:÷ 、吉安:吉 、泰和:吉
萬安:去 、遂川:号 、鰍:鳶

方 、郡の部隊:10軍11軍

横峰:全 縣、鉛 山:去、廣豊:÷

上鏡:音 、一鷺陽:辛 、貴漢:菩
絵江:寺 、萬年:菩 、徳興:去

孔荷寵の部隊

萬載:寺 、銅鼓:寺 、修永:÷
武寧:春

李天桂 の部隊:8軍(掲 立師)

華連 、寧岡、永 新:全 縣、遂 川
:暑 、萬安 二吉 、泰和:寺



図3江 西省分区地勢図

0～200m

200m以 上

区 域 線
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図41921年 江西省陸水上交通図

資 料 來 源

中 国 分 省地 図(1918～1944)か ら作 成

凌 雲 詐房 編 集 部編 、東 亜 同 文会

1981.2
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図5江 西米穀集散趨勢

1.章黄臼'ド溺己各県系1よ2青2[、豊封戎、1萄'女

南 昌等 に集 まる

2.籟 江 中 流 各縣 は吉 安 に 集 ま る

3.輸 江E流 各縣 は籟 縣 に 集 ま る

4.撫 河 区 域 各 縣 は南 城 、臨 川 に集

ま る。

5.信 江 区域 各 縣 は鯨 江 ・鯨Fに 集

ま る

6.修 水流 域 各 縣 は永 修 に集 まる

7.昌 江 、樂 安1可【〉くt或各県系は翻鄭易に

集 まる

資 料 來 源:

・支那経 済資 料 ハ 、江 西 米穀 運 鉤

調 査

1940fl{、東Jl(、と髭2舌ネヒ、∫{1～8

・支那経 済資 料 し、.江 西 糧 食調 査

1940年 、東 京、生 活社 、夏16～18
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A
区
:
機
江
中
下
流
平
野
地
域
。
全
省

の
交
通
の
中
心
地
で
あ
り
、
主
要
米
生
産
及
び
輸
出
地
域
で
あ
る
。

B
区
:
西
辺
地
域
。
地
勢
と
土
壌
が
不
良

で
あ
る
た
め
、
米
産
量
は
自
給
自
足
が
可
能
な
程
度
で
あ
る
。
と
り
わ
け
北
部
の
武
寧

・
修
水

・
銅

鼓
等
三
縣
は
丘
陵
地
帯
で
あ
り
、
地
盤
が
固
い
の
で
茶
の
生
産
を
主
と
し
て
い
る
た
め
、
米

の
自
給
自
足
さ
え
不
可
能
で
あ
る
。

C
区
:
東
辺
地
域
。
米
の
生
産
状
況
は
B
区
と
似
て
い
る
が
、
中
共
の
占
領
以
後
、
食
糧
不
足
現
象
が
起
こ
っ
た
。

D
区
:
北
端
地
域
。
米
穀
の
対
外
輸
出
地
域
で
あ
る
が
、
当
該
地
域
は
気
候
と
土
壌
が
不
良
で
あ
る
た
め
、
米
生
産
が
絶
対
的
に
不
足
し
て
い

る
。
故
に
商
業
と
貿
易
、
そ
し
て
雑
糧
に
よ
り
、
食
糧
問
題
を
解
決
し
て
い
た
。

E
区
:
東
北
辺
区
地
域
。
気
候

・
土
壌
が
米
生
産
に
適
し
て
い
な

い
の
で
、
そ
の
代
わ
り
に
煙
草
の
栽
培
が
多

い
。
と

こ
ろ
が
中
共
の
興
起
以

來
浙
江

省
に
流
入
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
増
え
、
人
口
が
急
速
に
増
加
し
た
た
め
米
穀
の
最
大
輸
入
地
域
に
転
化
し
た
。

F
区
:
南
部
中
央
地
域
。
行
政
、
交
通
、
商
業
の
中
心
地
域
と
し
て
米
穀
の
純
消
費
地
域
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
気
候
が
不
良
で
あ
る
た
め
、
米

の
生
産
も
少
な
く
、
雑
糧
の
生
産
も
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。
故
に
、
米
の
交
易
を
通
じ
て
民
食
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
地
域
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
区
分
に
よ
り
、
地
域
別
生
産
能
力
と
消
費
量
の
関
係
を
見
れ
ば
、
表

一
の
統
計

の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表

に
よ
る
と
、
江
西
米
の
生
産
性
と
耕
地
比
率
は
大
変
低
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
食
は
充
足
し
て
い
た
事
実
が
分
か
る
。
例
え
ば
、

表
二
と
表

三
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

一
九
二
〇
年
代
と

一
九
三
〇
年
代

の
米
穀
生
産
量
と
消
費
量
を
比
較
す
る
と
、
毎
年
米
穀
約
四
六
〇
萬
石
か

ら
七
八
〇
萬
石
の
剰
鯨
が
あ

っ
た
。
故
に
全
体
的
に
民
食
問
題
は
な
か

っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
地
域
間
の
生
産
差
異
と
流
通
構
造
上
の
問

題
の
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
は
食
糧
不
足
及
び
米
の
商
品
化
の
限
界
性
が
現
わ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
米
の
剰
鯨
現
象
は
民
食
問
題
の
解
決
を
意
味

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か

っ
た
と
言
え
よ
う
。
表

一
と
表
四

・
表
六
か
ら
、
A
地
区
以
外
の
地
域
で
は
食
米
不
足

の
状
況

に
あ

っ
た
事
実
が
わ
か

る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
す

べ
て
が
、
山
区
地
域

・
都
市
消
費
地
域

・
人
口
集
中
地
域

・
国
共
対
立
地
域
で
あ

っ
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
食
米
不
足

現
象
が
著

し
か

っ
た
縣
は
28
縣
で
あ

っ
た
。
総
8
1縣
の
中
で
、
28
縣
と
い
う
数
は
1
3
に
該
当
す
る
が
、
こ
れ
は
江
西
省
が
全
体
的
に
は
米
剰
余
省

で
あ
り
な

が
ら
、
省
当
局
の
行
政

・
経
済
政
策
に
多
く
の
問
題
点
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
(参
考
図
六
)

　
ロ

　

さ
ら
に
、
他
の
自
給
自
足
地
域
と
剰
余
地
域
も
、
商
人

・
軍
政
等
支
配
層
が
利
益
を
独
占
し
て
い
た
状
況
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
民
食
問
題
に

ょ
る
全
省

の
社
会
的
予
盾

の
深
刻
性
を
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

当
時
の
米
不
足
地
域
の
原
因
を
見
る
と
、
表
五
に
見
え
る
よ
う
に
、
国
共
爾
党
の
戦
争

に
よ
る
県
が
11
県
で

一
番
多
か

っ
た
。
そ
れ
は
当
時
軍

一
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閥
当
局
の
無
爲
無
策
と
、
そ
の
戦
争

の
目
的
が
南
党
相
互
間
の
政
治
的
権
力
闘
争

だ
け
に
あ
り
、
農
民
の
民
生
問
題
に
は
関
心
が
な
か

っ
た
こ
と

を
意
味
し
よ
う
。
ま
た
、
気
候

・
土
壌
の
不
良
に
よ
る
食
米
不
足
県
も
10
県
に
至

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
清
末
以
後
、
江
西
省
当
局
の
農
業
政
策

が
完
全
に
形
骸
化
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
魁
表
六
に
よ
っ
て
米
の
代
替
食
糧
た
る
小
要
と
大
変
の
栽
培
に

つ
い
て
米
移
出
地
域
で
あ

る
A
区
と
そ
の
他
の
地
域
を
比
較
す
る
と
、
A
区
地
域
以
外
で
は
そ
の
生
産
が
大
変
少
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
即
ち
、
D
地
域
以
外
の
地
域

で
は
、
全
然
代
替
食
糧
の
改
善
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
状
況
を
分
か
る
。
勿
論
、
こ
れ
ら
の
代
替
食
糧
の
栽
培
が
、
気
候

.
土
壌
に
あ
わ
な

い
こ
と

も
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
品
種
改
良

・
耕
作
方
法

の
改
善

・
新
品
種

の
移
植
等

の
農
業
政
策
が
お
こ
な
わ
れ
な
か

っ
た
こ
と
が
も

っ
と
も
重
要
な
原
因
で
は
な

い
か
と
思
う
%
特
に
、
C
区
と
F
区
は
B
区
と

E
区
よ
り
栽
培
條
件
が
よ
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
改
良
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と

は
、
省
当
局
の
農
政
が
い
か
に
形
式
的
で
あ

っ
た
か
が
想
像
で
き
よ
う
。
E
区
と
F
区
で
は
人
口
が
集
中
し
た

の
で
、
食
糧
不
足
現
象

が
現
れ
た

。
こ
れ
は
中
共
の
土
地
改
革
と
階
級
岡
箏
の
圧
力
か
ら
脱
出
す
る
た
め
、
隣
近
の
浙
江
省
と
当
時
行
政
首
都
が
あ

っ
た
籟
県
の
治
安
が

比
較
的
安
定
し
て
い
た
た
め
に
起
こ
っ
た
現
象
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
人
口
集
中
以
前
に
は
、
煙
草
等
商
品
作
物

の
栽
培
と
穀

ほ
ハ

　

物
の
取
り
引
き
を
通
じ
て
食
米
問
題
を
解
決
し
て
い
た
が
、
人
口
集
中
以
後
は
そ
の
方
法
に
よ
る
解
決
に
限
り
が
あ

っ
た
と

い
わ
れ
る
。
。
こ
れ

も
国
共
南
党
の
政
治
圖
争
下
に
現
れ
た
商
品
流
通
の
阻
害
及
び
地
域
間
分
配
の
不
均
衡
の
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
最
大
の
問
題
は
A
区

の
剰
余
量
の
移
出
問
題
で
あ

っ
た
。
A
区
の
剰
余
米
は
ほ
と
ん
ど
省
内
外
に
移
出
さ
れ

た
が
、
地
理
的

.
交
通

的
要
因
、
あ
る
い
は
軍
政
商
人
階
層
の
利
益
等
に
よ
り
、
移
出
地
が
決
め
ら
れ
た
点
に
問
題
が
あ

っ
た
。
即
ち
、
実
際
上
米
穀
が
必
要
な
地
域
よ

り
、
運
送
費
が
安
い
所
と
輸
出
時
期
上
、
手
続
き
上
利
益
が
高
く
な
る
地
域
だ
け
に
移
出
さ
れ
た
の
で
、
実
質
的
な
米

需
給
は
全
く
不
可
能
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
当
時
の
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
水
運
は
、
上
行
と
下
行

の
運
賃
格
差
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
が
下
行
に
よ

っ
て
下
流

地
域
だ
け
に
移
出
さ
れ
、
軍
政
階
層
に
よ
る
米
禁
の
実
施
は
、
私
運

・
密
輸
出

・
圃
積

・
買
占
め
売
り
惜
み
等
の
現
象

を
惹
起
し
、
流
通
構
造
を

破
壊
し
た
。
故
に
、
地
域
間
の
分
配
の
不
均
衡

・
米
穀

の
商
品
化
の
阻
害
等
農
村
の
市
場
経
済
及
び
民
食
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で

あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
次
の
章
で
さ
ら
に
詳
細
に
分
析
す
る
。
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図6各 区米 生産 状 況

(1933年基準)

資 料 來 源:江 西経 済 問題 、 台北 、学 生 書局 、1971年

pp.135～142

民 国25年 、 第 一回江 西年 鑑 、pp.640～644

米 の生 産 量 表 よ り作図(1933～1934)
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表1、K省 地域別米穀生産量及び消費量

区域

A

B

C

D

E

F

計

縣数

30

19

16

7

5

4

81

ヨ

人 口%

5,626,469

2,638,462

2,465,072

1,211,235

823,985

1,031,800

13,797,023

41%

19%

18%

9%

6%

7%

100%

　

産 額 石%

66,024,919

18,509,843

12,622,204

5,127,461

4,294,320

4,849,450

111,428,197

59%

17%

ll%

5%

3.8%

4.2%

loo%

ご

毎人平均所得

1173斤

702斤

512斤

423斤

521斤

470斤

807斤

dJi

籍合質難姦

+425斤

一46斤

一236斤

一361斤

一272斤

一278斤

に　

各騰 離 綾と
、,

十23,912,493

一1
,213,693

一5 ,817,569

一4 ,372,558

一1
,870,439

一2
,868.404

十7,769,830

〈説明及び資料来源〉
a.

b.

C.

d.

e.

1933年 の人口統計 を基準と して、未統計縣は1931年 度数字を使 って作成。江西経済問題 、台北、学生書局、1971年6月 、P.34～40。

1933年 江西建設鹿調査、米生産額 、江西糧食調査、東京、生活社P,4-7(参 考表三)

江西建設臆調査基準:穀 毎石約100斤 上下、故 に一担谷約1石 、b÷a=c

江西毎畝 当り毎年平均収穫量:穀 子3石9斗1升 →磯いて飯米 となさば1石8斗 である。(精 米率;46%)

毎人毎年米の最低消費量:米2.57石(大 公報 、1922.5.3支 那省別全誌 、湖北省、P545)。1930年 代江 西28縣 の米1石 当 りの平均重壁:

約134斤(江 西糧食調査 ・P.59～60よ り計算)

2.57×134斤=344斤 ÷O.46=穀748斤(0.46石 米=1石 穀)

7,769,830XO.46=3,574,122(米 石)→ 江西米剰除量(参 考:表 四)

表21930年 代江西省稻穀産量の統計

年 別

1931

1932

1933

1934

平均

練生産額 石

80,070,000

83,140,000

111,428,197

92,062,956

91,675,000

統 計 者

金陵大学農業経済系

上同

江西省建設廃

江西省政府統計室

表31920年 代江西米穀産量及び消費量(単 位萬石)

年 別

産米最多年

産米最少年

産米中平年

平 均

生 産 量

7,020

6,084

6,502

6,535

消 費 量

5,541

5,524

5,532

5,532

残 鹸 額

1,479×0.46=680万 石

560×0.46=258万 石

970×0.46==446万 石

1003×0.46=461万 石

資 料 來源:凋 柳 堂 、 「早 災與 民 食 問題 」 東方 雑 誌 、31巻18号 、P.20
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表四、江西省各区米移出可能縣数

区域

A

B

C

D

E

F

計

米不足縣数

0

7

10

3

4

4

28

自給自足縣数

4

6

6

4

1

0

21

剰鯨 縣数

26

6

0

0

0

0

32

計

30

19

16

7

5

4

81

<資料來源>

1.江 西糧食調査、同前P.4-7

2.江 西経済問題、同前P.134--142

3.江 西年鑑、民国25年10月 初版P.634～644

4.支 那省別全誌:江 西省P。507～533

等で1933年 度を基準として作成

表 五 、 各 区 の 米 不 足 の 原 因(1933年 度 基 準)

区域

B区

C区

D区

E区

F区

国共の戦争

1縣

8縣

2縣

天 災

1縣

1縣

気候、土壌不良

5縣

1縣

3縣

1縣

人口の増加

4縣

2縣

資料來源

参考表四

表61934年 各縣小蓼、大蓼生産量及び面積

区域

A

B

C

D

E

F

計

小

縣数

21

11

2

6

3

1

44

面 積

434,740

215,480

26,300

283,850

148,500

320

1,109,190

生産量%

559,155

237,853

38,820

263,893

234,490

576

1,334,787

42

17.7

3

19.7

17.6

0.04

100

大

縣数

18

5

3

7

3

1

37

面 積

327,500

84,300

15,000

275,885

87,000

250

789,935

生産量%

600,423

106,909

26,038

312,379

124,680

495

1,170,924

51.2

9.1

2.2

26.7

10.6

0.04

100

資料來源:江 西年鑑、第2章 農産、P.644--648よ り作成
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三
、
省
内
の
流
通
事
情

江
西
米

穀
の
流
通
は
、

一
九
三
〇
年
代
末
頃
か
ら
敷
設
を
始
め
た
江
西
省
の
主
要
幹
線
で
あ
る
南
尋
、
株
捧
、
漸
籍
線
が
輸
送
を
始
め
た

一
九

一
〇
年
代

初
期
以
後
も
天
然
河
川
に
依
存
し
て
い
た
。
民
国
四
年
二
月
に
除
家
埠

・
九
江
間
の
、
民
国
五
年
六
月
に
は
南
昌
、
九
江
間
の
鉄
道
が

建
設
さ
れ
た
が
、
、
運
送
費
が
高
く
、
遠
隔
地
か
ら
の
貨
物
は
直
接
輸
出
港
ま
で
運
送
す
る
の
が
便
利
で
あ

っ
た
の
で
、
依
然
水
運
の
比
重
が
高

か
っ
た
。
た
だ
米
穀
の
輸
出
中
心
港
が
、
本
来
の
湖
口
港
か
ら
九
江
港
に
移
動
し
た
。
こ
の
よ
う
な
水
運
の
偏
重
は
、
流
通
に
必
要
な
迅
速
性
、

正
確
性

が
欠
如
し
て
お
り
、
各
地
域
間
の
米
価
の
格
段
の
差
を
出
現
さ
せ
た
。

江
西

の
地
勢
は
南
高
北
低
な

の
で
、
河
流
の
流
れ
は
す

べ
て
が
北
流
で
あ
る
。
従

っ
て
、
米
の
集
散
ル
ー
ト
も
水
流
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
、
図

五
の
よ
う
に
上
流
か
ら
下
流

へ
輸
送
さ
れ
る

一
つ
の
搬
路
し
か
な
か

っ
た
。
こ
れ
は
水
運
の
運
賃
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
う
。
当
時
上
行

と
下
行

の
水
運
の
運
賃
を
比
較
し
て
見
る
と
表
七
の
よ
う
に
な
る
。

表
七

に
見
え
る
よ
う
に
、
上
行
と
下
行
の
運
賃
の
差
は
大
変
大
き
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
上
行
の
運
賃
価
格
は
、
国
民
党
政
府
が
共
産
党
軍
を
繊

滅
す
る

に
あ
た

っ
て
、
民
船
を
傭

っ
て
軍
米
を
請
負
運
搬
す
る
た
め
に
、
南
昌
航
業
公
会
を
召
集
し
て
運
賃
規
定
を
論
議
し
て
決
定
し
た
価
格
で

あ
る
の
で
、

一
般
運
賃
よ
り
安
か

っ
た
と

い
わ
れ
る
か
ら
、

一
般
人
が
往
来
す
る
際
の
運
賃
は
さ
ら
に
高
か

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
水
路
里
数
も
上
行

の
場
合
は
政
府
が
設
立
し
た
運
輸
処
ま
で
の
距
離
で
あ

っ
た
か
ら
、
米
穀
市
場
間
の
距
離
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
た
下
行

距
離
よ
り
短
か
か

っ
た
か
ら
、
そ
の
運
賃
は
非
常
に
高
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

一
方

、
水
路
は
降
雨
量
に
よ

っ
て
そ
の
航
行
距
離
と
日
数

・
運
賃
と
航
行
の
可
否
が
決
定
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
が
各
地
域
の
米
価
に
及
ぼ
し
た

影
響
は
大
き
か

っ
た
。
当
時
降
雨
量
が
米
の
交
易
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

如

果
是
在
水
災
的
情
況
下

・
上
航
非
常
危
険
而
且
吃
力
費
時
、
如
果
是
早
災
的
話
、
則
往
往
由
於
水
位
的
限
制
、
船
隻
不
能
由
不
游
駿
往
上

游
地
区
。

こ
の
よ
う
な
時
、
A
区
と
B
区
、
C
区
の
米
穀
剰
鯨
地
域
は
上
流
の
米
不
足
地
域
に
、
米

の
移
出
が
で
き
な
か

っ
た

の
で
、
米
市
場
の
交
易
は

こ
の
よ
う
に
停
滞
し
、
農
村
市
場
経
済
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
特
に
、
江
西
省
は
表
十
二
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
毎
年
水
災
、
早

災
が
あ

っ
た
の
で
、
上
流
地
域
の
米
不
足
地
方
に
よ
る
民
食
問
題
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
お

　

ま
た
、
水
深
が
浅
い
時
、
撫
河
地
域
の
各
地
か
ら
南
昌

へ
行
く
場
合
は
、
鄙
陽
湖
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
様
に
迂
廻
す
る

一㎜一



　

表7.南 昌とその各関係市場間の水上運輸の上 ・下行運賃比較表

上 行

縣名

占水

吉安

泰和

里数

390

420

510

米1石 の運賃

0.468元

0.504元

0.612元

下 行

縣名

吉水

古安

泰和

里数

430

450

540

所要日数

7

7

9

米1石の運賃(元)

最高

0.36

0.40

0.50

普通

0.30

0.35

0.46

最低

0.26

0.30

0.42

資料來源 二江西米穀運錆調査、同前、P.138、142よ り作成。

表8水 の少ない時と普通時の南昌とその各関係市場間の水上運輸の里程と日数
の比較表

市 場 名

李 家 渡

臨 川 縣

上 頓 渡

1許 湾 鎭

南 城 縣

崇 仁 縣

普 通 の 時

果 程

140

240

250

280

380

350

日 数

2.5

4

4

5

6

6

水の少ない時

里 程

210

310

350

350

450

420

日 数

3.5

5

5

6

7

7

資料來源:江 西米穀運輸調査、同前、pp.141-143よ り作成。

表9区 間別買入責出時の毎石当りの米価変化

種類

晩米

早籾

早籾

早籾

区 間

南 昌→九江

李家渡→南昌

吉 安→南昌

籟 縣→南昌

里程

240

140

450

900

買入時米慣
a

6.273兀

4.460元

4.460元

3.536元

買出時米価
b

7.595元

4.945兀

6.300元

4.454兀

運賃 と雑 費
b-a=c

1.358兀

0.485兀

1.694元

0.918元

時 期

1935.10.1

1935,3.1

1935.3.1

1935.3.1

資料 来源:江 西 米穀運錆 調査 、同前 、PP.302-303、308--309よ り作 成
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表10江 西都市人口毎年米穀総消費量推定額表

名 目

a

b

C

d

e

総人口に対する都市人口の比率

都 市 人 口

都市人口平均毎人毎日消費量

全体都市人[毎 年米消費量斤

全体都市人口毎年米消費量石

1924年 以前

3.78%

924,845

1.83斤

61,772萬 斤

617.72萬 石

]928年

4.13%

839,333

1.83斤

56,064萬 斤

560.64萬 石

1933～35年

4.4%

833,360

1.83斤

55,6631傷 ノ〒4

556.63萬)(i

<資 料 來源 及び説 明>100%-95.6%=4.4%

a.1933～35都 市 平均 人口:総 人 口18,940,000一 農 村人[18,107,705=832,295

民 国23年 申報年鑑PP.B.34～39。 民国24年 中国経済 年鑑続 編P.B.5

(都 市 入「1)

b.

年別

者肺名
人口

南昌

九江

景徳鎭

平均

1924年 以 前

総人口

622,569

405,147

409,523

479,080

都市人口

350,000

53,400

200,000

201,133

1928

総人口

434,879

245,147

227,595

302,540

都市人口

234,160

80,840

153,746

156,249

1933～35

総人口

405,833

259,749

262,286

309,289

都市人口

274,203

77,262

125,000

158,821

1933年 を基準 とする
都市人口の増減率

1924年以前

一22%

十45%

一37%

一 ユ4%

1928年

十17%

一4%

一19%

一6%

1919年 人 口(民 国25年 中 国経 済 年 鑑1冊P.C.23):24,466.800×3.78・=P24,845

1928年 人lI(民 国23年 申報 年 鑑P.B.84):20,322,837×4.13=839,333

1933年 人 口(民 国23年 申報 年 鑑P.B.34～39):18,940,000×4.4=833,360

c.毎 人 毎 日消 費 量:1.033公 斤=約1.8市 斤 穀

Buck,LandUtilizationinChina,statistics,1929～1933,(1937),P.P.110,473.

d.b×c×365=d

e.1担=約100斤

江西省主要都市の毎市方里人口密度

都市名

毎市方里都市人口密度

南昌

64

廣昌

62

南庚

58

清江

54

臨川

53

寧都

53

修水

46

永豊

45

湖口

44

東郷

43

九江

41

民 国25年 申報 年鑑P.B.P2
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図71930年 ～1934年

江西省各縣毎石平均穀債

(単位:元)

資 料 來 源

江 西糧 食 調査 、同 前

(1930～1932釜r

の穀 償)

pp.49～50

江 西 年鑑 、 同 前

(1934年 穀償)

pp.1092～1096

よ り作 成

,



里
程
は
梢

々
遠
く
な
り
、
日
数
も
多
く
か
か

っ
た
。
こ
れ
を
通
常
時

の
各
地
か
ら
南
昌
ま
で
の
里
程
と
比
較
し
て
見
る
と
表
八
の
よ
う
に
な
る
。

又
こ
の
よ
う
な
距
離
と
時
間
の
延
長
に
よ
り
、
そ
れ
だ
け
運
賃
が
高
く
な

っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
(参
考
…
表
九
)

以
上
の
よ
う
に
江
西
の
米
価
は
地
域
に
よ

っ
て
そ
の
差
は
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
各
地
域

の
米
価
の
差
は
図
七
に
よ
く

現
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
地
域

に
よ
る
米
価
の
差
は
、
地
域
別
生
産
量
と
消
費
量
と

の
関
係
、
交
通
、
人
口
等
、
様

々
な
要
素
に
よ

っ
て
起
こ
る
現
象
で
あ
る
が
、
江

西
省
で
は
な
に
よ
り
も
当
時
の
米
穀
需
給
の
責
任
者
で
あ
る
軍
政
階
層
が
商
人
階
層
と
結
託
し
て
操
作
を
お
こ
な

っ
た
こ
と
も
重
要
な
原
因
の

一

　
ね

へ

つ
で
あ

っ
た
。

各
地
域

の
米
価
を
分
析
し
て
見
る
と
、
A
区
の
北
部
、

D
区
、
E
区
、
F
区
と
B
区

の
南
部
等
の
米
価
が
高
く
、

A
区

の
中
南
部
と
B
区
の
北

部
と
中
部
、
C
区
が
低
か

っ
た
。
こ
れ
も
水
運
と
関
係
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
A
区
の
北
部
と
D
区
、
F
区
は
米
穀
の
移
入
地
域
で
あ

り
、
遠
隔
地
か
ら
移
入
さ
れ
る
た
め
表
九
の
よ
う
に
米
価
が
高
く
な

っ
た
。
從

っ
て
下
流
の
米
穀
の
集
散
地
域
は
米
価
が
常
に
高
か

っ
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う

な
集
散
地
域
は
大
抵
大
市
場
或

い
は
都
市
地
域
で
あ
る
か
ら
、
米
の
消
費
地
域
と
し
て
必
然
的
に
米
価
が
高
か

っ
た
こ
と
が
理
解
で
き

よ
う
。
当
時
の
都
市
地
域
で
の
米
消
費
量
を
見
る
と
、
米
穀
流
通
の
流
れ
と
米
価
が
形
成
さ
れ
る
状
況
を
わ
か
る
と
思
う
。
表
十
を
見
る
と
江
西
省
都

市
人
口
の
毎
年
最
低
食
糧
必
要
量
は
約
五
五
〇
萬
担
か
ら
六
二
〇
萬
担
に
も
な

っ
た
。
そ
の
量
は
江
西
米
穀
総
生
産
額

の
四

.
九
%
か
ら
五

.

六
%
で
あ
り
、
こ
れ
は
毎
年
剰
鯨
量
七
百
萬
担
か
ら
八
百
萬
担
と
比
較
す
る
と
、
江
西
主
要
都
市
で
米
流
通
量
の
比
重
が
、
江
西
米
穀
の
流
通
と

米
価

の
決
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従

っ
て
、
A
区
は
都
市
人
口
密
度
が
高
い
大
部
分
の
都
市
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
生

産
が
多
か

っ
た
た
め
に
F

・
D

・
E
区
ほ
ど
は
高
く
な
か

っ
た
と
は
い
え
、
全
体
的
に
は
高
価
格
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。

D
区

・
F
区
は
生
産
が

少
な
く
、
か

つ
消
費
商
業
都
市
地
域
で
あ

っ
た
の
で
、
米
価
は
大
変
高
か
っ
た
。
ま
た
A
区

・
D
区

・
F
区
は
河
川
交
通

の
結
節
点
で
あ

っ
た
の

で
、
比
較
的
容
易
に
米
穀
を
搬
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
運
賃
等
の
雑
費

や
流
通
過
程
に
よ

っ
て
米
価
は
上
昇
し
た
。

E
区
の
食
米
は
全
面
的

に
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、
か
つ
前
述
の
よ
う
に
他
地
域
か
ら
の
流
入
人
口
も
多
か

っ
た
の
で
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
米
価
は
高
か

っ
た
。

こ
れ
と

は
対
照
的
に
B
区
の
中

・
北
部
地
域
と
C
区
で
は
、
移
入
時
に
は
上
行
、
移
出
時
に
は
下
行
で
あ

っ
た
の
で
、
米
の
移
入
が
大
変
困
難

で
あ

っ
た

。
そ
の
た
め
大
抵
は
自
給
自
足
或

い
は
隣
近
県
と
の
物
物
交
換
式
買
費
に
よ
り
、
食
米
問
題
を
解
決
し
た
の
で
、
米
の
取
り
引
き
も
少

　
お

　

な
く
、
米
価
も
低
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
A
区
を
中
心
と
す
る
米
産
区
の
米
穀
は
、
政
治
的

・
軍
事
的
目
的
に
よ
る
も
の
を
除
け
ば
上
行
地
域

へ
の
米
移
出
は
ほ
と
ん
ど
な

一悩一



表111930年 代江西省災年及び常年の地方別米価 の比較(単 位:元)

地区 市場名
1931災 年

早米

A 占 安 6.95

A 樟 樹

A 除家渡

A 臨 川

晩米

7.32

1932常 年

早米
6.30

6.86

3.42

6.40

晩米

7.00

7.92

4.23

6.73

1933常 年

早米

5.61

5.87

晩米
6.15

6.31

1934災 年

早米
6.43

6.98

3.60

7.10

晩米

8.00

8.04

3.89

7.56

1935災 年

早米

7.26

5.48

8.24

晩米
8.98

5.52

8.84

資料 來源:江 西 米穀 運錆調 査 、同前 、pp.243～274よ り作 成

表12江 西省年度別災況表

年 別

1888

1891

1893

1895

1896

1897

1898

1899

1900

1901

災 別 災 況

水 、旱 34縣

水 、早 、風 21縣

水、 早 21縣

水 、早 、虫 21縣

水 、旱 17縣

水 、 早 、虫 27縣

水 、 早 28縣

水 、 早 、風 、 虫 35縣

水 、 旱 、風 、 虫 31縣

水 、早 29縣

年 別

1902

1903

1905

1906

1912

1913

1914

1915

1917

1918

災 別

水 、 早 、 風 、 虫

水 、早

水、 旱

水 、早

大水

大旱

大水

大水

地震

水

災 況

22縣

17縣

27縣

25縣

年 別

1924

1925

1928

1929

1930

1931

1932

1934

1935

災 別

大水

大水

大水

虫

水、 早

大水

水

水 、旱

大水

災 況

籟州

14縣

参考資料:鄭 震特、中國救荒史、頁44-48

蘇}'〕、中国農村復興運動聲中之天災問題、東方雑誌30巻24号

郭庭以、中華民国大事 日誌
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図8月 別米償動向

資料 來 源:江 西米 穀運 錆 調 査 同 前pp.61～65よ り作 図

図9月 別米穀取り引き動向

1935年 籾取 り引 き最(南 昌)

1934年 籾 取 り引 き}量租 籟 縣)

資 料 來源:江 西米 穀 運錆 調査 同 前pp.220～265よ り作 図



か

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
米
穀
の
流
通
は
消
費
地
域
で
あ
る
A
区

・
D
区

・
E
区

・
F
区
が
中
心
に
な

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
米
穀
流
通
の

偏
よ
り
を
意
味
し
、
食
米
不
足
地
域
に
対
す
る
円
滑
な
供
給
が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

と
こ
ろ
で
、
江
西
省
で
は
災
害
に
よ
っ
て
米
価
が
大
き
く
変
動
し
た
。
表
十

一
を
見
る
と
、
災
年
と
常
年
で
、
相
当
の
米
価
格
差
が
あ

っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
吉
安
で
の
常
年
と
災
年

の
米
価
の
差
を
比
べ
見
る
と
、
そ
の
差
は
表
十

一
に
見
え
る
よ
う
に
災
年
の
米
価

が
毎

一
石
当
た
り
早
米

は

一
・
三
四
元
か
ら

一
・
六
五
元
、
晩
米
は

一
・
一
七
元
か
ら
二

・
八
三
元
も
高
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
資
料
の
関
係
上
、
A
区
以
外
の

地
域
に

つ
い
て
は
わ
か
ら
な

い
が
、
米
生
産
の
中
心
地
域
で
あ
る
A
区
の
状
況
を
見
る
と
、
米
自
給
自
足
地
域
或

い
は
米
不
足
地
域
で
の
状
況
は
、

A
区
よ
り
深
刻
で
あ

っ
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
よ
う
。

特
に
、
江
西
省
は
長
江
流
域
の
代
表
的
な
災
害
地
域
で
あ

っ
た
。
表
十
二
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
災
害
は
深
刻
で
あ
り
、
米
価
が
こ
れ
に
よ

っ

て
変
動
し
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
省
政
府
の
救
済
政
策

の
疎
略

・
流
通
状
況
の
閉
塞
等
社
会
経
済
的
問
題
の
深
刻
性
を
理
解
で
き
よ
う
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
災
害
時
と
春
窮
期
等

の
社
会
的
な
困
難
時
、
よ
り
深
刻
な
問
題
は
商
人

.
軍
政
階
層
に
よ
る
投
機
性
利
益
追
求
方
法
で

あ

っ
た
。
図

八
と
図
九
を
見
る
と
、
米
価
は
季
節
に
よ

っ
て
変
動
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
米
価
は
七
月
か
ら
十
月

の
間
で
は
低
く
、
十

一

月
か
ら
四
月
の
間
で
は
高
か

っ
た
。
こ
れ
は
収
穫
期
に
は
価
格
が
下
が
り
、
非
収
穫
期
に
は
上
が
る
と
い
う
な
問
題
は
そ

の
価
格
差
で
あ

っ
た
。

図
七
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
米
価
の
変
動
幅
は
、
年
間
に
約
四
元
か
ら
六
元
に
至

っ
た
が
、
こ
れ
は
米
穀
需
給
政
策
に
大
き
な
問
題
が
あ

っ
た
こ
と

を
示
す
。
ま
た
、
米
穀

の
取
り
引
き
量
も
春
窮
期
に
は
大
き
く
下
が
り
、
米
価
の
上
昇
を
起
こ
す
要
因
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
季
節
に
よ
る
米
価

の
変
動
と
災
年

の
取
り
引
き
量

の
減
少
等
の
状
況
を
利
用
し
た
商
人

.
軍
政
階
層
の
横

暴
に

つ
い
て
、
当
時
の

人
々
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

糧
食
行
は
機
会
に
乗
じ
て
軍
人
と
連
絡
し
、
秘
密
に
貯
蔵
し
て
、
糧
食
恐
慌
の
空
気
を
虚
構
的
に
作
り
、
市
値

を
操
縦
す
る
。
数
年
前
績
縣

　
め

　

の
米
価

の
高
騰
は
糧
商
と
軍
人
が
共
謀
し
て
悪
事
を
働
い
た
の
が
原
因
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
季
節
的
要
因
の
外
に
農
民
に
大
き
な
損
害
を
与
え
た
も
の
は
、
米
穀
交
易
の
時
に
使
用
さ
れ
た
銅
元
の
換
率
問
題
で
あ

っ
た
。
表

十
三
で
見
え
る
よ
う
に
米
価
は
少
し
ず

つ
継
続
し
て
上
昇
し
た
反
面
、
銅
元
の
価
値
は
継
続
し
て
下
が

っ
た
。
当
時
商
人

.
軍
政
階
層
が
銅
元
を

濫
発
し
・
社
会

の
金
融
秩
序
を
混
乱
さ
せ
、
自
身

の
利
益
を
追
求
す
る

一
方
で
、
農
民
及
び

一
般
都
市
民
は
は
る
か
に
価

値
の
落
ち
る
銅
元
だ
け

で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

九
江

因
好
商
濫
発
当
十
及
当
日
之
銅
元
小
票
、
動
輯
超
其
資
本
以
上
、
以
致
醸
成
倒
票
風
潮
。
自
票
潮
発
生
後
、
銅
元
小
票
除
中
国
、
裕
民

一柳一



表13南 昌市での米価 と銅元の換率変動表(1927～1932年)

平均銅元百枚換銀元額b慣a米
且1約

1〔}(,
指数100文/元指数1甲

100

元/石
年 別

1,007元c1920

1000.370d1925

94.30.34881928

94.90.35131127.81251929

89.40.3309171ll.9361930

89.40.33061308.8861931

81.60.30181188.293

 

四
.
省
外
と
の
流
通

1932

資料來 源:a.第 … 回江西 年鑑 、民国25年 、pp.644～693。

b.江 西経 済問 題、 同前、pp.340～341。

c.穆 繭初 、 「米 貴 之原 因及 補救 法」東 方雑誌 、第17巻 第15}ナ 、

PP.116

d.「 中国 之統 計思 想」 中外 経済 月刊 、第99号 、1925年2月10日

PP.9～ll

雨
銀
行
及
商
会
所
発
行
者
外
、
其
鯨
雑
票

一
概
不
能
行
使
干
市
上
。
…
…
以
目
前
而

論
、
在
表
面
上
票
潮
難
已
息
、
而
暗
潮
実
継
増
未
已
、
因
各
大
商
店
如
書
業
、
洋
貨

業
及
郵
局
、
雑
税
機
関
等
、
傍
絶
対
不
牧
雑
票
、
如
雑
貨
店
与
其
他
小
貿
易
管
生
者
、

亦
挑
選
甚
苛
。
最
可
憐
者
、
為
四
郷
挑
負
材
炭
、
菜
疏
上
市
來
費
之
樵
夫
、
農
民
、

不
牧
雑
票
、
(則
有
原
物
挑
輻
之
危
険
、
牧
受
又
不
易
以
之
購
得
所
需
之
物
、
帯
回

又
伯
明
日
倒
搦
。
正
如
究
苦
市
民
以
洋
紗
購
米
、
所
我
回
者
、
全
為
雑
票
、
不
受
則

　
リ

ト

無
米
下
鍋
、
感
受
同
様
之
痛
苦
。

こ
の
た
め
、
農
民
は
米
穀
の
都
市
移
入
を
忌
避
し
、
そ
の
た
め

に
米
穀

の
流
通
は
断
切

さ
れ
て
、
都
市
民
は
食
米
と
生
必
需
品
の
構
入
に
困
難
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
に
金
融
秩

序
の
棄
乱
に
よ
る
経
済
的
逆
作
用
は
、
都
市
と
農
村
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

以
上
で
見
た
よ
う
に
江
西
省
内
米
穀
市
場
に
お
い
て
、
地
域
別
需
給
問
題
、
商
人

・
軍

政
階
層
の
利
益
独
占
問
題
、
金
融
秩
序
の
破
壊
問
題
、
災
年
と
春
窮
期
の
民
食
問
題
等
は
、

農
民
に
反
時
代
的
反
政
治
的
感
情
を
生
ぜ
し
め
る
に
十
分
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
は
軍
閥
割
拠
、
国
共
内
戦
等
国
内
状
況
と
列
強
資
本
主
義
の
侵
入
と

い
う
対
外
的
状
況

が
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
あ
れ
、
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

ま
だ
資
本
主
義
商
品
経
済
段
階
に
は
至
ら
な
か

っ
た
当
時

の
中
国
農
村
に
お
い
て
、
米
穀

の
責
出
の
依
存
度
は
、
特
に
長
江
流
域
の
米
生
産
地

　
　

　

域
で
大
変
大
き
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
米
穀
の
責
出
は
当
時
の
江
西
人
口
の
七
十
%
に
該
当
す
る

一
般
農
民
に
と

っ
て
最
大
の
収
入
源
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
省
当
局
と

　
　

　

軍
閥

・
商
人
階
層
に
と

っ
て
も
最
大
の
収
入
源
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
商
人
は
農
民
と
軍
政
階
層
の
間
に
立
ち
、
農
民
を

欺
隔
し
て
大
量
の
米
穀

を
安
く
買
入
れ
、
軍
政
階
層
と
結
託
し
て
外
省

へ
移
出
し
た
。
米
穀
が
農
民
か
ら
他
省

へ
移
出
す
る
ま
で
の
過
程
を
図
十
に
示
す
。
こ
の
図
か
ら
、

農
民
か
ら
省
外
に
移
出
さ
れ
る
ま
で
の
中
間
段
階
が
非
常
に
複
雑
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
移
出
過
程
で
、
商
人
階
層
で
あ
る
計
量
師

・

一㎜一



図10江 西省における米穀移出過程

資料 來源:江 西省農輝完農業経済科編、江西米穀運錆調査
支那経済史料8生 活社p.46

図 例[二=ニ コ賞買に参加 しなし・もの

[二二二ニコ仲介人の性質を有しながら費買に参加するもの

[====コ 費買に参加するもの
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小
商
人

・
仲
間
問
屋

・
米
戸

・
米
商
等
は
手
数
料

・
茶
水
費

・
米
価
の
操
作

・
不
正
の
度
量
衡
器
の
使
用

・
買
入
時
の
支
払
金
の
延
滞
等
手
段
を

利
用
し
て
利
益
を
得
た
。

例
え
ば
、
計
量
士
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
計
量
費
は
規
定
に
よ
れ
ば
多
く
は
な
く
、
各
地
は
大
体
毎
石

一
分
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
計
量
師

は
各
種
の
技
術
を
持
ち
、

一
百
石
の
穀
物
を
計
算
に
よ
り

一
、
二
石
多
く
す
る
こ
と
も
又
は
逆
に

一
、
二
石
少
な
く
す
る

こ
と
も
出
来
た
。
故
に

　
ね

　

費
買
双
方

は
正
常
の
計
量
費
の
外
に
若
干
の
金
を
計
量
師
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
手
数
料
の
場
合
、
正
常

の
手
数
料
は
各
地
で
普

通
二
乃
至

三
%
で
あ
る
が
、
実
際
は
八
乃
至
九
%
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
吉
安
等
の
大
市
場
の
仲
買
問
屋
の
場
合
、
毎
月
多

い
時
に
は
五
百
乃
至
六

　
れ

　

百
元
、
少
な

い
時
で
も
二
百
乃
至
三
百
元
で
あ

っ
た
。

ま
た
中
間
で
問
屋
等
に
ピ

ン
ハ
ネ
さ
れ
て
お
り
、
か
か
る
小
商
人
は
、
常
に
極
力
農
民
を
欺
岡
し
、
利
潤
を
獲
得
せ
ん

こ
と
を
図

っ
て
い
た
。

か
れ
ら
は
任
意
に
価
格
を
低
落
せ
し
め
、
或
は
色
を
な
し
て
鉄
点
を
あ
さ
り
、
或
は
不
正
の
度
量
衡
器
を
使
用
し
、

一
部
分
に
対
し
て
の
み
現
金

　
お

　

を
支
払

い
大
部
分
を
借
り
に
し
て
お
く
の
は
日
常
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

仲
間
問
屋
は
農
民
が
米
移
出
時
必
ず
経
由
す
べ
き
位
置
を
利
用
し
、
「
八
掛
彿
ひ
」
又
は

「整
数
九
九
交
現
」
(
百
元

の
価
格
の
も
の
は
現
金
九

九
元
の
み
を
交
付
し
、

一
元
を
割
引
に
す
る
、
然
か
ら
ず
ん
ば
支
払
を
延
期
し
何
回
か
に
分
け
て
支
払
を
す
る
)
と
い
う
悪
習
を
施
行
し
、
小
売

人
に
対
す

る
船
上
開
槍
費
用
は
資
本
雄
厚
な
る
問
屋
に
よ
り
操
縦
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
問
屋
手
数
料
の
外
に
も
、
問
屋
内
の
店
員
に
贈
寺
所
謂

へ
お
　

「茶
水
費
」

の
如
き
は
極
め
て
普
通
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
、
大
き
な
資
本
を
持

っ
て
い
た
米
商
と
米
戸
は
内
地
米
市
及
び
輸
出
地
域

の
米
市
も
掌
握
し
、
米
穀
流
通
の
大
部
分
の
利
潤
を
吸
収
し

　ぬ
ソ
た
。こ
の
よ
う
に
農
民
か
ら
集
積
し
た
米
穀
は
、
も

っ
と
大
量
の
利
益
を
取
る
た
め
、
こ
れ
ら
商
人
階
層
は
軍
政
当
局
と
結
託
し
て
米
穀
の
省
外
移

出
を
企
図
し
た
。
こ
の
よ
う
な
移
出
の
規
模
は
、
当
時
海
関
の
統
計
に
よ

っ
て
概
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
当
時
の
江
西
省

の
剰
鯨

量
と
輸
出
能
力
の
水
準
か
ら
見
れ
ば
、
海
関
統
計
数
を
う
わ
ま

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時

の
海
関
統
計
に
対
し
て
中

国
実
業
誌
は
下
の
よ
う

に
記
述
し
て
い
る
。

ハ
　
　

民
国
二
十
年
以
前
、
海
関
数
字

・
実
足
以
代
表
其

(穀
米
)
貿
易
之
大
部
。

し
か
し
、
当
時
の
江
西
米
の
輸
出
経
路
を
見
る
と
、
海
関
を
通
じ
る
公
式
ル
ー
ト
と
、
私
運
に
よ
る
非
公
式
ル
ー
ト
が
あ

っ
た
。
海
関
の
移
出

　
あ

　

は
九
江
海

関
が
鉄
路
建
設
以
後
は
約
6
一10
を
、
湖
口
が
2
一10
、
そ
の
他
の
海
関
が
2
}10
で
あ

っ
た
。
こ
の
う
ち
そ

の
他
の
海
関
は
統
計
が
全

「㎜一



1904か ら1933年 までの江西食米輸出数量表表14

数 量(石年 別(石)数 量年 別数 量(石)年 別

2,447,83119241914203341904

680936192559,8901915747641905

671541926366,497191630,4361906

394,81619276305161917739491907

1396,8991928463,862191813901908

1,09929019291,423,461191913,4501909

344,84619302,101,8981920681211910

297,9761931162,92919211911

1285261932263916192227,1301912

530,94119331,247,93119231913

社会経済調査所編、江西糧食調査、支那経済資料7、

生活社刊、東京、昭和15年6月P29

資料來源

　
サ

　

く
な
か

っ
た
。
私
運
は
東
北
境
か
ら
安
徽
省
南
部

へ
、
東
境
か
ら
浙
江

省

の
西
部

へ
、
東
南

境
か
ら
福
建

へ
、
南
境
か
ら
広
東

へ
、
西
中
境
か
ら
湖
南

へ
の
ル
ー
ト
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ

　
　

　

ら
の
経
路
を
通
じ
て
移
出
し
た
米
穀
も
全
然
把
握
さ
れ
な
か

っ
た
。

一
方
、
公
式

ル
ー
ト
を
通
じ
る
移
出
時
に
も
、
船
の
種
類
に
よ

っ
て
計
上
さ
れ
な
か

っ
た

米
穀
も
多
か
っ
た
。
当
時
上
海

へ
輸
出
時
の
船
は
大
船
を
使
用
し
た

か
ら
、
必
ず
海
関
を
通

過
し
た
が
、
漢

ロ
へ
の
移
出
は
民
船
を
利
用
し
た
か
ら
、
海
関
を
通
過
す
る
必
要
は
な
か

っ

　お
　
た
。一
九
三

一
年
に
九
江
海
関
を
通
じ
て
移
出
さ
れ
た
米
穀

の
数
量
を
見
る
と
、
海
関
に
報
告

し
た
汽
船
に
よ
る
輸
出
は
二
〇
九
、
九
四
〇
包

(
=
二

四
、
九

一
〇
担

)
で
あ

っ
た
が
、
未

報
告
の
帆
船
に
よ
る
私
運
の
輸
出
米
穀
は
、
三

一
〇
、
○
○
○
包
で
あ

っ
た
と
推
定
す
る
記

　
　

　

録
が
あ
る
。
ま
た

一
九

一
四
年
に
民
船
に
よ
る
蕪
湖

へ
の
移
出
が
五
十
萬
石
に
も
な

っ
た
記

　
れ

　

録
も
あ
り
、
当
時
海
関
の
統
計
が
移
出
量

の

一
部
に
過
ぎ
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

特
に
、
米
禁
期
間
中

「
護
照
」
に
よ
る
私
運

・
即
ち
軍
米

・
漕
米

・
販
米
等
の
運
送
は
海

関
に
ほ
と
ん
ど
報
告
さ
れ
な
か

っ
た
と

い
わ
れ
る
。

　
れ

　

現
時
米
禁
未
開

・
毎
有
假
借
軍
夫
名
義

・
私
運
出
境
者

・
既
碍
掲
収
、
又
影
郷
民
食
。

一
九
〇
四
年
か
ら

一
九
三
三
年
ま
で
の
三
十
年
間
の
海
関
経
由
移
出
米
の
統
計
を
見
る
と
、

さ
ら
に
詳
し
く
そ
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
(参
考
…
表
十
四
)

一
九

一
五
年
以
前
に
は
十
万
石
以
上
の
輸
出
は
な
か

っ
た
が
、

一
九

一
五
年
以
後
に
は

一

九
二
六
年
の
六
萬
石
以
外
に
は
毎
年
平
均
八
十
二
萬
石
以
上
の
輸
出
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
特
に
、

一
九

一
九

・
一
九
二
三

・
一
九
二
八

・
一
九
二
九
年
に
は
百
萬
石
か
ら
百
五
十

萬
石
が
、

一
九
二
〇

・
一
九
二
四
に
は
二
百
十
萬
石
か
ら
二
百
五
十
萬
石
が
輸
出
さ
れ
た
。

ま
た
当
時
の
專
門
米
穀
輸
出
商
人

の
推
定
に
よ
る
と
、
毎
年
輸
出
額

は
少
な
く
て
も
百
五
十

一
43

〕

[
44

b

萬
石
以
上

で
あ

っ
た
と

い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
録
と
当
時
の
江
西
省

の
米
穀
輸
出
能
力
が
二
百
四
十
萬
石
で
あ

っ
た
と

い
う
記
録
、
二
百
七

一m一



十
萬
石
で
あ

っ
た
と

い
う
記
録
、
そ
し
て
表
二
で
見
た
よ
う
に
剰
絵
額
が
約
三
百
五
十
七
萬
石
で
あ

っ
た
事
実
を
合
わ

せ
て
考
え
見
る
と
、
い
く

つ
の
年
を
除
け
ば
海
関
を
通
じ
て
公
式
的
に
輸
出
さ
れ
た
米
穀
よ
り
、
民
般
に
よ
る
私
運
輸
出
の
方
が
多
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
特
に
、
清
末

民
初

の
政
治
社
会
的
不
安
時
期
や

一
九
二

一
・
一
九
二
二
年
軍
閥
戦
争
の
激
動
期

・
一
九
二
六

・
一
九
二
七
年
中
共
の
践
属
期

・
一
九
三
〇

・
一

九
三

一
年
大
水
災
期
等
災
難
期
に
お
い
て
公
式
輸
出
量
が
極
め
て
少
な
か

っ
た
事
実
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
状
況
を
利
用
し
た
商
人

・
軍
政
階

層
の
密
輸
出
が
多
か
っ
た
こ
と
を
代
辮
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
記
録
は
当
時
の
こ
の
よ
う
な
状
況
を
よ
く
表

現
し
て
い
る
。

ガ

　

秋
収
後
、
輸
出
販
米

・
軍
米
及
商
人
買
屡
米
禁
各
局
ド
、
或
由
軍
隊
包
庇
私
運
出
口
之
穀
米
、
亦
無
慮
数
百
萬
石
…
…
。

当
時
、
江
西
省
で
こ
の
よ
う
な
密
輸
出
的
性
格
を
持

つ
私
運
の
盛
行
は
、
当
時
の
米
穀
輸
送
の
主
な
手
段
で
あ

っ
た

民
船
の
数
と
も
深
い
関
係

が
あ
る
。
ま
ず
当
時
江
西
省
の
水
上
公
安
局
が
、
旗
照
税
を
徴
収
し
た
民
船

の
隻
数
を
見
る
と
表
十
五
の
よ
う
で
あ
る
。
当
時
民
船
に
対
す
る
検

　
　

　

査
は
、
水
上
公
安
局
と
稽
徴
所
が
毎
年
実
施
し
、
検
査
後
旗
照
を
発
給
し
、
旗
照
税
は
船

の
容
量
に
従

っ
て
課
せ
ら
れ
た
。

一
九
三

四
年

の
総
登
録
船
は
二
四
、
九
三
五
隻
で
あ
り
、
そ
の
中
容
量
三
百
石
以
下
の
小
船
が

一
六
、
七
九
二
隻
で
あ
り
、
六
十
七
%
を
占
め

た
。
こ
れ

ら
の
小
船
は
、
検
査
所
が
十
六
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
常
に
そ
の
輸
送
能
力
が
流
動
的
で
あ

っ
た
か
ら
、
私
運

ゆ

　

ね

　

は
容
易

で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
小
船
の

一
日
運
行
可
能
時
間
は
十
時
間
で
あ
り
、
種
類
は
百
鯨
種
に
至

っ
た
。
そ
の
中
で
百
石
か
ら
二
百
石
容
量

の

小
船
が

一
番
多
く
使
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
水
位
が
低
か

っ
た
秋
冬
期
に
も
運
行
が
可
能
し
た
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
特
に
こ
れ
ら
小
船
は
、
各
地

へ
随
時

に
自
由
に
運
行
で
き
た
の
で
、
各
地
の
米
償
の
変
動
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
商
人
は
大
船
よ
り
も
む
し
ろ
こ
れ
を
よ
く

利
用
し
た

。

一
方
、

軍
閥
割
慷
時
期
に
は
南
北
軍
閥
が
長
江
流
域
に
雲
集
し
、
自
身
の
保
護
及
び
利
益
確
保

の
た
め
、
貿
易
を
妨
害
し
た
か
ら
長
距
里
航
海

時
の
安
全
性
が
問
題
に
な
り
、
ま
た
運
送
費
も
高
く
な

っ
た
。
そ
の
た
め
買
入
債
よ
り
輸
出
債
が
安
く
な

っ
た

の
で
、
長
距
里
貿
易
は
忌
避
さ
れ
、

短
距
里
貿
易
が
活
発
に
な

っ
て
小
船
の
移
用
は
さ
ら
に
増
加
し
た
。
(参
考

・
表
十
六
)
短
距
里
貿
易
が
活
発
に
な

っ
た
こ
と
は
、
当
時
江
西
の

米
穀
が
漢

口

・
無
湖
等
附
近
の
食
米
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

ヨ
め

　

由
於

湘
籟
米
供
慮
短
訣
、
漢
口
及
其
附
近
地
区
的
米
償
上
張
到
十
五
元
或
三
萬
文

一
澹
、
已
経
接
近
飢
荒
的
警
報
数
字
了
。

さ
ら
に
当
時
江
西
省
で
は
貨
幣
が
濫
発
さ
れ
、
種
類
も
多
か
っ
た
。
貨
幣
の
中
心
は
銭
票
で
あ

っ
た
が
、
実
質
的
債
値
は
全
く
な
か

っ
た
。
当

時
江
西
省
の
貨
幣
の
実
質
債
値
は
約

67
%
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
江
西
商
人
は
実
質
的
償
値
が
あ

っ
た
湖
北

・
安
徽

・
浙
江
等
省
の
現
金
を
必
要
と

し
た
。
そ
こ
で
、
湖
北

・
安
徽

・
断
江
等
近
隣
地
域
に
対
す
る
米
輸
出
が
活
発
に
な

っ
た
。
小
船
の
私
貿
易
は
急
増
し
、
そ
の
活
動
は
秋
冬
期
は

一㎎一



表151934年 度江西水上公安局の旗照税 を徴収する民船隻数

等

級

特
等

頭

等

等

等

四

等

五

等

六

等

不
列
等

区

別

上

卜

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

容 量(擦)

1,800以 上

1,501～1,800

1,301～1,500

1,101～1,300

901～1,100

801～900

701～800

601～700

501～600

401～500

301～400

201～300

101～200

100以 下

毎 隻 徴 収 (元)

税 額

12.00

10.00

9.00

8.00

7.00

6.00

5.00

4.00

3.00

2.50

2.00

1.50

1.00

0.50

旗 費

0.30

0.30

0.30

0.30

0.30

0.30

O.30

0.30

0.30

0.30

0.30

0.30

0.30

0.30

註 冊 費

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

合 計

12.40

10.40

9.40

8.40

7.40

6.40

5.40

4.40

3.40

2.90

2.40

1.90

1.90

0.90

隻 数

62

58

78

14

134

332

208

323

533

921

1,889

3,541

8,084

8,708

資料來源:江西米穀運錆調査、同前、pp.132～133

表16各 地 域の米 が上海 に運送 する時 までの 費用(1932年10月1日)

貿易港

長沙

九江

蕪湖

当地
米慣
元

6.825

6.180

6.120

販 運 費 元

運賃

0.97

0.691

0.45

包装費

0.48

0.43

0.48

側金

0.38

0.39

0.26

税掲

1.803

1.10

1.053

曜水

0.30

0.20

0.20

保険

0.037

0.037

0.035

雑費

0.1

0.1

0.18

共計

4.070

2.948

2.658

販 運 費
包 含 の
実質米慣

10.865

9.128

8.778

縮
8.250

8.250

8.000

梨据
一2
.645

一〇
.878

一〇
.778

資料來源:巫 宝三、中国糧食対外貿易其地位趨勢及変遷之原因、1934P.33
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勿
論
、
春

夏
期
に
継
続
し
た
。
当
時
小
船
の
私
貿
易
活
動
を
見
る
と
左

の
よ
う
で
あ
る
。

　
ゆ

　

…
…

不
領
運
輩

・
無
形
漏
窟

・
爲
数
甚
巨

・
爲
官
民
所
不
及
覧
。
民
船
装
運

・
瀕
河
地
方
彰
明
較
者

・
源
源
不
絶

・
毎
月
二
三
十
萬
石
…
…
。

以
h
の
よ
う
な
商
人
、
軍
政
階
層
の
密
貿
易
及
び
私
運
は
、
江
西
農
民
の
生
産
物
を
収
奪
し
、
自
分
の
利
益
だ
け
を
追
求
し
た
こ
と
を
示
す
。

特
に
、
仲
介
及
び
買
入
過
程
で
の
商
人
階
層
が
軍
政
階
層
と
結
託
し
て
外
省

へ
の
密
移
出
及
び
私
運
を
画
策
し
た
こ
と
は
、
省
財
政
と
経
済
に
大

き
な

マ
イ

ナ
ス
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
し
て
米
穀
の
費
出
に
よ

っ
て
生
活
す
べ
き
の
農
民
に
、
米
穀
の
費
出
を
拒
否
さ
せ
生
産
意
欲
を
低
下
さ
せ
、

農
村
市
場
経
済
の
活
性
化
を
妨
害
し
た
。

五
、
米
禁
の
影
響

江
西
農

村
に
影
響
を
与
え
た
大
き
な
要
素
と
し
て
、
米
禁
の
口
実
の
下
に
、
米

の
流
通
を
阻
ん
た
商
人
と
軍
閥
階
層
の
弊
害
が
あ

っ
た
。

元
來
米

禁
は
省
内
に
米
穀
の
生
産
が
少
な
く
な

っ
て
米
価
が
上
昇
し
た
り
、
災
難
等
の
た
め
民
食
に
影
響
が
あ
る
時
に
実
施
さ
れ
た
。
米
禁
の

形
態
に
は
二

つ
の
種
類
が
あ

っ
た
。

一
つ
は
封
関
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
阻
禁
で
あ

っ
た
。
封
関
と
は
政
府
が
決
定
し
、
米
穀
の
省
外

へ
の
出
境

を
禁
止
す
る
こ
と
で
あ
り
、
阻
禁
と
は
地
方
の
正
式

・
非
公
式
団
体
が
、
そ
の
影
響
力
を
通
じ
て
他
地
方
に
米
穀
の
運
出
を
阻
止
す
る
こ
と
で
あ

る
。し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
封
関
、
阻
禁
の
問
題
は
、
本
来
の
目
的
の
外
に
、
商
人
、
軍
政
階
層
等
が
自
身

の
利
益
の
た
め
に
実
施
し
た
点
に
あ
る
。

特
に
阻
禁
は
封
関
と
連
動
し
て
行
わ
れ
た
の
で
、
相
乗
作
用
が
も
た
ら
し
た
影
響
は
、
農
村
農
民
に
と

っ
て
非
常
に
大
き
か

っ
た
。

ま
ず
、
民
国
以
後
江
西
省
に
於
け
る
米
禁
実
施
状
況
を
見
る
と
表
十
七

の
よ
う
に
な
る
。
表
十
七
の
来
源
は

一
つ
で
は
な
く
、

い
ろ
い
ろ
の
資

料
か
ら
ま
と
め
て
作

っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
確
実
な
状
況
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
当
時
の
米
禁
状
況
が
あ
る
程
度
わ
か
る
と
思
う
。
こ

の
表
に
よ

る
と
米
禁
期
間
は

一
九

↓
五
年
と

一
九
二
七
年
が

一
年
以
上
で
あ
り
、

一
九
三

一
年
は
は
っ
き
り
わ
か
ら
ず
、

一
九
一
=

、

一
九
二
二
、

一
九
二
五
、

一
九
三
四
年
等
は
半
年
ぐ
ら

い
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
期
間
中
半
分
は
大
水
災
が
あ
り
、
半
分
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
即
ち
当
時
江
西
省
の
米
禁
が
災
荒
と
は
そ
れ
程
関
係
が
な
か

っ
た
こ
と
を

示
す
。
ま
た
、
米
禁
時
省
内
で
民
食
問
題
が
あ

っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
封
禁
期
間
が

一
年
間
ず
っ
と
継
続
さ
れ
た
年

は
少
な
く
、
継
続
さ
れ

た
年
も
米

穀
の
輸
出
は
、
少
く
と
も
公
式
的
に
は
行
な
わ
れ
て
い
た
。
(参
考
:
表
十
四
)
そ
し
て
、
も
う

一
つ
の
海
関
で
あ
る
湖
口
で
は
米
禁

一……一



表17民 国以来九江での禁米出口表

d.原 因米禁 イ」効期 間海 関年 別,,1

大 水禁細1[l/醐 糊6棚 始池禁九i[1915a

5JI九 臼1921a

;af1Ilil11001萬 イ1九 ～11922a

大 水6Jjl5日九 臼1925a

細 弁九 れ1927a

大 水九II1931b

水Ell縣14卜半期九 臼1934c

、1【fFI救 荒二【⊥三、lkL[ii26向'、PP酬 來 源:・.・1ぺi「 中 国 粘喰 対 夕留 易 、、 登 刻

一35

b.ノ ＼歪でt侵、[931イ18月21目 一8月241i

C.でlil喘 喰 凋 査 、 同Ili」、Pgl

d東 ノ」雑 誌 、 第30巻24写 、1933イi

・曾 字ll庭以 、 中 剃 く国 大 畑 、誌

が
全
く
実
施
さ
れ
な
か

っ
た
。

一
方
、

一
九
二
二
年
の
米
禁
政
策
内
容
を
見
る
と
、
当
時
九
江
海
関
を
通
じ
て
移

出
さ
れ
た
米
穀
は
二
六
三
、
九

一
六
石
で
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
当
局
か
ら
許
可
さ
れ

た
輸
出
限
度
額
は
百
万
石
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
海
関
統
計
が
全
体
輸
出
量
の
統

計
を
意
味
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
江
西
省
で
実
施

し
た
米
禁
が
、
省
内

の

食
米
不
足
を
防
止
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
こ
と
を
示
す
。

こ
の
よ
う
な
米
禁
が
江
西
省
で
必
要
し
た
理
由
は
何
で
あ

っ
た
か
。
そ
れ
は
当
時

米
禁
が
実
施
さ
れ
た
時
期
を
見
る
と
わ
か
る
と
思
う
。
表
十

七
に
よ
れ
ば
確
実
で
は

な
い
が
、
概
し
て
民
国
の
共
和
政
建
立
時
期
よ
り
、

一
九
二
〇
年
代
閥
乱
立
期
に
多

か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
軍
閥
政
権
は
戦
争
費
用
と
政
権
維
持
の
た
め
に
米

禁
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
商
人
階
層
は
こ
の
機
会
に
乗
じ
て
大
量
の

　
お

り

利
益
を
も
く
ろ
ん
で
、
軍
政
階
層
と
結
託
し
て
か
ら
の
手
先
に
な

っ
た
。

商
人
は
巨
額
の
資
本
を
持
ち
、
収
穫
期
と
春
窮
期

の
時
期
を
利
用
し
、
米
価
の
操

縦
、
園
積
等
に
よ
っ
て
利
益
を
追
求
し
た
。
軍
閥
は
商
人
が
米
穀
を
移
出
す
る
時
、

「税
据
照
費
」
等
を
受
け
取

っ
て
収
益
を
上
げ
た
。

江
西
の
米
穀
の
収
穫
期
間
は
大
抵
早
稲
の
場
合
六
月
末
か
ら
七
月
初
ま
で
、
晩
稲

の
場
合
は
九
月
末
か
ら
十
月
初
ま
で
で
あ

っ
た
。
小
作
農

(
当
時
、
全
農
民
の
五
十

一
%
か
ら
ヒ
十
六
%
を
占
め
た
。
)
で
納
め
る
た
め
、
こ
の
時
期
米
穀
の
出
荷
が
多

く
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
多
量

の
出
荷
は
流
通
構
造
上
の
問
題
や
商
人
の
細
工
の
た

め
、
米
価
の
暴
落
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
農
民
は
契
約
期
間
内
に
納
租
す
る
必

要
が
あ

っ
た
の
で
、
米
穀
を
商
人
階
層
に
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
故
に
、

こ
の
時
農
民
の
苦
し
み
は
大
変
大
き
か

っ
た
。

去
年
秋
季

(
.
九
三
二
)
各
地
穀
償
、
毎
檬
約
在
二
元
以
下
、
交
通
不
便
之
庭
、
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且
在

二
元
以
下
。
穀
慣
惨
跣
之
秋
、
農
民
因
為
償
還
耕
牛
、
種
子
、
典
質
、
販
貸
各
種
積
欠
、
及
田
賊
、
絹
税
、
交
相
煎
迫
之
故
、
難
吃
顧

　
あ

　

不
得
不
賎
償
出
筈
、
"放
下
禾
鎌
没
飯
吃
"、
或
爲
農
村
之
並
遍
現
象
。
米
穀
所
以
跣
至
如
此
程
度
、
並
非
生
産
過
剰

、
:
…
・。

死

二
・
年
代
の
平
均
米
償
、
約
七
元
前
後
と

一
九
三

一
年
結
安

の
年
平
均
早
穀
債
三

.
六
六
元
、
晩
穀
価
三

.
八
四
元
と

一
九
三
二
年
臨
酬

の
年
平
均
早
晩
穀
慣
三

・
一
一
元
と
三

・
二
九
元
を
比
べ
見
る
と
、
収
穫
の
た
め
投
資
し
た
耕
農
資
本
に
も
及
ば
な

い
額

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
三
二
年
秋
季

の
農
民
の
生
産
費
と
所
得
を
見
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。米
価

一
天
跣
落

一
元
。
米
憤
騨
鉄

一
元
、
不
到

一
月
、
償
鉄
寛
達
二
元
有
飴
。
計
自
槌
米
八
元
五
角
、
映
至
五
元
至
六
元
。
農
民
難
稻
農
収
、

但
毎
畝
収
穫
、
亦
不
過

一
石
六
七
斗
。
全
数
耀
去
、
以
六
元
計
算
、
祇
得
九
元
梢
零
。
佃
農
連
還
租
在
内
、
以
及
工
資
等
項
、
毎
畝
須
木
洋

へ
　

キ

十
二
元
、
則
種
租
田

一
畝
、
麟
本
幾
達
二
元
之
多
…
…
。

こ
の
よ
う
に

一
畝
に
つ
き
二
元
以
上
の
損
害
を
受
け
な
が
ら
も
出
荷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
、
米
穀

の
流
通
量
は
非
常
に
増
え
、
米

価
は
暴
落

し
た
。
こ
の
時
、
商
人
は
大
量

の
米
を
購
入
し
て
省
外
に
輸
出
し
、
大
き
な
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
。
軍
政
当
局
も
こ
の
移
出
機
会
を

利
用
し
、
収
入
の
増
加
を
企
図
し
た
。

当
時
軍
閥
当
局
の
主
収
入
源
は
米
禁
時
に
取
り
立
て
た

「税
措
照
費
」
で
あ

っ
た
。
即
ち
、
米
穀
の
省
外
移
出
時
、
簿

荒
、
防
荒
の
口
実
の
下
、

　
の

　

米
穀
の
制
限
的
移
出
の
た
め
の
輸
出
証
明
書
で
あ
る

「護
照
」
を
発
行
し
、
そ
の
発
行
費
と
其
の
他
雑
税
を
取
り
立
て
た
。

当
時
の
輸
出
米

一
石
に
対
す
る
掲
税
及
び
運
輸
費
は
下
の
よ
う

で
あ
る
。

在
江

西
護
照
費
爲

一
元
、
水
脚
毎
百
斤
四
銭
、
毎
包
約
八
角
五
分
、
麻
袋
四
角
、
出
口
関
税
三
角
三
分
、
升
合
三
角
、
上
海
行
桶
火
険
雑
費

　
れ

ね

二
角

、
江
西
行
伯
二
角
、
水
険
駁
費
報
関
費
二
角
、
計
洋
三
元
七
角
。

こ
の
よ
う
な
雑
損
中
で
も
、
護
照
費
の
比
率
が

一
番
高
か

っ
た
こ
と
を
分
か
る
。

一
九
二
〇
年
代

一
九
三
〇
年
代
の
江
西
省

の
毎
石
平
均
米
価

七
元
前
後

の
水
準
と
比
較
す
る
切
、

一
石
あ
た
り
の
護
照
費

一
元
は
、
大
変
高
く
、
軍
閥
当
局
の
主
要
収
入
源
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従

っ

て
、
こ

の
護
照
費
は
米
禁
が
解
除
さ
れ
後
に
も
継
続
徴
収
さ
れ
た
。

目
下
蘇
、
院
、
嶺
、
湘
各
省
、
已
無
米
禁
之
今
、
似
可
謂
自
由
流
通
突
。
其
実
不
然
、
産
米
各
省
、
至
今
侃
有
護
照
費
、
登
記
費
等
種
種
各

ら
の

　

目
、
未
領
照
者
、
傍
不
能
出

口
。

こ
れ
は
護
照
費

の
収
入
が
多
か

っ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
商
人
、
軍
政
階
層
は
自
分
の
利
益
の
た
め
、
農
民

の
生
活
及
び
民
食
問
題
等

に
は
関
係

な
く
、
米
の
流
出
政
策
を
推
進
し
た
。

一鵬一



三
月
、
四
月
の
春
窮
期
に
至
る
と
、
省
内

の
米
消
費
の
増
加
、
米
の
大
量
移
出
、
商
人
の
圃
積
等
に
よ
り
、
全
省
的
に
食
米
不
足
現
象
が
起
こ

っ
た
。
こ
の
時
、
も
う

一
つ
の
問
題
は
洋
米

の
衝
撃
で
あ

っ
た
。

洋
米
洋

変
充
斥
中
国
市
場
之
成
為
豊
収
成
災
底
原
因
、
乃
是
帝
国
主
義
者
把
他
自
己
及
其
殖
民
地
上
生
産
過
剰
的
農
産
物
到
中
国
來
実
施
其

傾
錆
政
策
的
結
果
。
…
…
例
如
江
西
的
米
穀
素
來
以
上
海
漢
口
為
他
底
錆
納
場
所
、
但
是
這
雨
個
市
場
都
已
有
洋
米
洋
変
在
傾
錆
、
所
以
江

　
れ
　

西
南
昌
的
米
、
因
為
不
容
易
運
出
、
憤
格
也
就
低
落
。

こ
の
よ
う
な
洋
米
の
流
入
は
、
江
西
米
穀
市
場
価
格
を
低
下
さ
せ
、
江
西
米
の
移
出
を
困
難
に
し
、
米
禁
の
必
要
性
を
消
滅
さ
せ
た
。
こ
の
時
、

省
当
局
は
米
移
出
の
解
禁
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
時
に
は
も
う
剰
鯨
力
が
な
く
な
り
、
商
人
に
と

っ
て
も
省
外

へ
の
輸
出
よ
り
、
省
内
で
の
売
買

ハわ
ソ

の
利
益
の
方
が
多
か

っ
た
の
で
、
実
際
に
は
解
禁
は
無
意
味
で
あ

っ
た
が
、
依
然
と
し
て
輸
出
時
に

「
護
照
黄
」
が
適
用
さ

れ
て
い
た
。

し
か
し
、
も

っ
と
も
大
き
な
問
題
は
、
こ
の
廉
価
の
洋
米
を
輸
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、

一
九
二
八
年
か
ら
は
じ
ま

っ
た
江
西
の
米
輸
入

は
、
少
な
く
と
も
毎
年
継
続
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
米
の
輸
入
は
、
省
内

の
民
食
不
足
を
解
決
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
で

　あ

　

き
る
。
し
か
し
本
来
米
穀

の
生
産
と
し
て
有
名
な
省
が
外
米
を
輸
入
す
る
の
は
、
農
業
経
済
の
崩
潰

の

一
斑
を
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、

こ
の
外
米
の
輸
入
が
商
人
と
軍
政
階
層

の
利
益
の
た
め
に
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
大
き
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば

、

一
九
三
〇
年
度
外

ム
リ
　

米
の
輸
入
量
は

一
六

一
、
五

一
八
石
で
あ

っ
た
。
当
時
江
西
省
で
は
大
災
害
も
な
く
、
共
産
党
の
動
き
も
平
年
と
似
た
状
況

で
、

一
九
〇
四
年
か

ら

一
九
三
三
年
ま
で
の
三
十
年
間
平
均
輸
出
額
四
八
〇
、
六
五
六
石
と
比
較
す
る
時
、
こ
の
輸
入
量
は
大
変
多
か

っ
た
。
商

人
、
軍
政
階
層
が
自

分
の
収
入
の
た
め
に
敢
え
て
輸
入
し
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
影
響
は
、
米
の
商
品
化
状
況
を
萎
縮
さ
せ
、
農
民
の
耕
作
意
欲
と
生
産
性
を
低
下
さ
せ
た
。
こ
れ
は
耕
作
面
積

の
縮
小
、
荒
地
の

増
加
、
外
米

の
輸
入
等
農
民
の
生
活
経
済
を
麻
痺
さ
せ
、
農
村
市
場
経
済
の
破
綻
を
も
た
ら
し
た
の
で
、
江
西
農
村
で
の
民
主
資
本
主
義
的
社
会

経
済
活
動
を

阻
害
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　れ
　

こ
の
よ
う

な
問
題
に
対
し
、
当
時

の
調
査
者
は
、
「
作

一
週
詳
之
調
査
、
改
善
交
通
、
取
消
省
内
流
通
時
厘
金
的
負
憺
。
」
と

い
っ
た
解
決
策

を
提
起
し
た

が
、
生
産
か
ら
省
内
流
通
、
省
外
移
出
ま
で
の
全
過
程

で
派
生
さ
れ
る
根
本
的
問
題
は
解
決
で
き
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

従

っ
て
、
当
時

一
番
重
要
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
政
治
的
安
定
に
よ
る
計
画
的
な
農
村
政
策
の
実
施
で
あ

っ
た
と
思
う
。
即
ち
、
そ
れ
は
当
時
、

農
村
と
農
民

の
現
象
を
直
視
し
、
そ
の
矛
盾
点
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
面
で
、
国
民
党
系
の
省
政
策
は
中
共
の
政
策
に
及
ば

な
か

っ
た
と

思
う
。
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六
、
結

論

中
国
は

二
十
世
紀
初
期
、
政
治
的
激
変
に
よ
る
社
会
的
、
経
済
的
混
乱
が
激
化
し
、
帝
国
主
義
列
強
の
侵
入
が
加
わ

っ
た
の
で
、
民
主
共
和
制

の
出
発
が

は
じ
め
か
ら
脅
威
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
変
革
の
主
体
は
被
支
配
階
層
で
は
な
く
、
支
配
階
層
に
属
し
た
軍
閥
、
革
命
扮
子
、
地
主
商
人

等
郷
紳
階
層
、
そ
し
て
か
れ
ら
と
結
託
し
た
帝
国
主
義
者
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
被
害
を
受
け
る
階
層
は
当
然
全
人
口
の
八
十
%
以
上
を
占
め
た
農
民
階
層
で
あ

っ
た
。
歴
史
的
に
も

い
つ
も
利
用

さ
れ
た
か

れ
ら
は
、
比
較
的
近
代
的
文
明
に
接
し
た
二
十
世
紀
初
期
も
例
外
で
は
な
か

っ
た
。
故
に
、
か
れ
ら
に
新
た
な
形
態
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
見

せ
た
時
、

か
れ
ら
の
関
心
を
引
く
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
か
し
い
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。

こ
の
点

で
、
国
共
両
党
の
視
角
は
大
き
な
差
が
あ

っ
た
。
既
ち
、
そ
れ
は
既
存
の
勢
力
図
の
中
で
問
題
点
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
視
角
と
、
新

た
な
勢
力

圏
を
形
成
し
、
拡
大
し
よ
う
と
す
る
過
程
で
問
題
点
を
発
見
し
、
改
革
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
視
角
の
差
で
あ

っ
た
。
故
に
、
両
党
の

政
策
路
線

と
そ
の
実
践
方
法
も
全
然
違

っ
た
。
例
え
ば
、
中
共
の
場
合
は
農
民
の
支
援
を
得
る
た
め
に
、
当
時
の
農
民
の
要
求
に
符
慮
す
る
政
策

を
実
施
し
た
。

在

一
個
園
内

(
一
個
区
、
郷
農
協
的
範
園
)
須
先
有

一
個
大
概
的
調
査
、
當
地
食
穀
若
干
、
既
於
租
穀
中
分
別
派
留
多
少
、
以
備
平
民
購
食

　
の

　

之
用
、
絵
谷

一
概
任
其
流
通
、
不
限
償
格
。

こ
れ
に
対
し
て
、
国
民
政
府
は
中
共
の
勢
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
、
政
策
を
実
施
し
た
。
こ
の
た
め
農
民
た
ち
に
与
え
た
被
害
は
非
常
に
大

き
か
っ
た
。

　
わ

　

近
年

江
西
地
方
之
辮
兵
差
修
公
路
、
若
無
所
出
、
各
縣
均
自
由
按
丁
漕
増
加
附
加
税
百
分
之
八
十
者
、
而
今
意
巳
多
至
百
分
之
百
以
上
。

こ
の
よ
う
な
両
党
の
視
角
差
に
対
す
る
農
民
の
判
断
は
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
今
ま
で
の
中
国
の
発
展
進

行
状
況
か
ら
見
る
と
、
非
常
に
否
定
的
面
が
多
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。

本
文
で
は
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立

っ
て
、
米
穀
の
全
般
的
状
況
を
通
じ
、
当
時
の
中
国
農
村
に
現
わ
れ
た
問
題
の
把
握
と
そ
の
解
決
点
の
性
格

を
究
明
し
よ
う
と
し
た
。
即
ち
、
本
文
で
指
摘
し
た
農
業
政
策
の
不
在

・
階
層
間
の
経
済
的
不
信
感

・
交
通
の
未
発
達

・
流
通
構
造
の
矛
盾
、
政

治
的
対
立
等
の
諸
般
問
題
に
対
し
て
、
当
時
国
共
両
党
が
実
施
し
た
政
策
は
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
か
、
か
れ
ら
は
こ
の

観
点
よ
り
農
村
問
題
を
取
り
扱
お
う
と
し
た
か
を
考
え
る
時
、
か
れ
ら
両
党
の
政
策
に
は
限
界
点
が
あ

っ
た
と
思
う
。
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故
に
、
米
穀
が
生
産
者
か
ら
消
費
者
ま
で
の
適
切
な
伝
達
、
地
域
間
生
産
量
格
差
の
需
給
調
節
、
生
産
の
過
剰
あ
る
い
は
不
足
時
の
移
出
と
移

入
の
平
衡
等

は
、
当
時
の
両
党

の
政
策
で
は
解
決
で
き
な

い
問
題
で
あ

っ
た
。
即
ち
、
政
治
的
勢
力
の
確
保
と
挽
回
の
た
め
の
政
策
は
、
当
時
の

根
本
的
な
農

村
農
民
問
題
を
解
決
す
る
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
戦
術
的
勝
利
が
も

っ
と
強

い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
国
民
党
政
府
の
市
場
経
済
政

策
、
農
業
改

進
政
策
、
貿
易
政
策
、
外
交
政
策
等
と
共
産
党

の
階
級
闘
争
、
土
地
政
策
、
社
会
主
義
的
分
配
政
策
は
、
目
前
の
要
求
だ
け
に
対
庭

し
よ
う
と
し
た
短
期
間
的
、
短
視
角
的
政
策
で
あ

っ
た
。

当
時
中
国
社
会
が
必
要
と
し
て
い
た
政
策
は
、
最
近
の
国
際
社
会
の
流
れ
の
よ
う
に
、
相
互
牽
制
と
均
衡
を
基
礎
と
す
る
自
由
競
争
市
場
経
済

の
流
通
構
造

の
下
で
の
均
等
分
配
政
策
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
国
民
政
府
に
は
こ
の
よ
う
な
意
識
は
な
く
、
中
共
の
成
長
に
対
す
る
対
庭
だ
け
に
窮
々
と
し
、
む
し
ろ
中
共

の
戦
略
的
拡
充
の
機
会

を
与
え
た

の
で
、
結
果
的
に
時
代
錯
誤
を
犯
し
て
、
中
国
の
発
展
を
遅
延
さ
せ
た
。

註

程

ω

民

意

、

「中

国

米

的

生

産

及

消
費

日
」
、

建

設

、

第

一
巻

第

二
号

、

一
九

三

〇

・
八
～

三

九

三

一
・

一
、
商

務

印

書

館

香
港

分
館

海

外

発

行

、

一
九

八

〇

年
影

印

本

、

頁

・
三
～

四

。

伽

江

西
省

政

府

統
計

室

編

輯
、

第

一
回
江

西

年

鑑

、
江

西

、

民
国

二
十

五
年

十

月

初
版

、

頁

・
六

四

四
～

⊥ハ
九

三

。

個

各

省

の
土

地

に
対

す

る

稲

田

の
比

率

:

浙
江

:

40

・
4

%
、

湖

南

:

30
%

、
安

徽

:
30

%

四
川

:

25

・
3

%
、

湖

北

:

25
%

、

江
蘇

:

17

・
4
%

江

西

:

15
%

参

考

(註

ω

)

働

各

省

の
米

穀

生

産
量

湖

南

:
四

四
、
二

.
一六
、
九

六

四
石
浙
江

:

二
五

、九

五

一
、
五

〇
〇

石

江
西

:
三
七

、
四

四

四
、
八

三

六

石

湖

北

・
・
二

.
、
二

八
六

、
二

五

〇
石

安

徽

・
・.二
=
.、
六

六

四
、
五
〇

〇

石

江

蘇

:

二
〇

、
五
九

六

、
三

七

四
石

四
川

:
三

三
、
一
.五

.
、
六

六

二

.石

左

律

、

「
中

国

田
賦

問

題
」
、

中
央

日
報

、

民

国

二
十

年

一
月

二
十

七

日

一191一
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社
会

経

済
調

査

所

編
、

江

西

糧
食

調

査

、
支

那

経

済

資
料

七

、
東

京

、

生

活
社

刊

、

昭
和

十

五
年

八

月
、

頁

・

一
ー

二

同
註

、

樹
頁

・
二

=
p
即
↓
.
「ωε
巳
Φω
○
コ
9
①
勺
。
〇
三
拶
二
〇
ロ
9

。
ま
き

」

孫

敬

之

華

中

地

区
経

済

地

理

、

一
九

五

八
、

頁

.
七

六
。

同
ユ則
、

個

、
頁

・
一
工
ハ

同
前

、

伺

、
頁

・
二

四

～

二
五

こ

の
よ

う

な
各

々

の
原

因

に
対

す

る
理

解

は
、

下

の
論
文

を

参

考

に
す

る

こ
と
。

呂
芳

上

、

「
戦
前

江

西

的

農
業

改

良

与

農

村

改
進

事

業

(
一
九

三

三

ー

一
九

三

七

)」
、

台

北

、
中

央

研

究

院

近
代

史

研

究

所

、
近

代

中

国

農

村
経

済

史

研

討

会

論
文

、

一
九

八
九
年

八
月

頁

・
三

～

六

東

亜

同
文

会

調
査

編

纂

部
、

民

国

十

五
年

中

国
年

鑑

、

台

北
、

天

一
出

版

社

、

民

国
十

五

年
初

版

、

民

国
六

十

四
年

影

印

版

、
頁

.

一
〇

五

六

「
蒋
委

員

長

告

民
衆

書
」
、
中

央

日
報

、

民

国

二

十
三

年

三
月

十

日
。

参
考

:

江

西
省

政

府

経
済

委

員

会
、

江

西

経
済

問

題

、

中
国

史

学

叢
書

続

編

、
台

湾

、

学
生

書

局

、

民
国

六

十
年

六
月

初

版

、
頁

.
=

二
五

～

一
四

二
。

同

註

圖
、

頁

・
六

四
〇

～

六

四
四

。

同

註

樹

、
頁

・

一
～
十

九

。

東

亜

同
文

会

編

、
支

那

省

別
全

誌

、
第

十

一
巻

、
江

西

省

、
東

京

、

頁

・
五
〇

七

ー

五

三
二

。

凋

柳

堂

、
「
早

災
与

民

食

問

題
」
、

東

方
雑

誌

、

第

三
十

一
巻
第

一
八

号

、
頁

・
二

〇
、

参

考

、
表

三
と

表

四
。

同

註

⑳

、
頁

・
六

f
七

。

同
前

、

頁
、

四

～

五
。

江

西

省
農

業

院

農
業

経

済
科

編

、

江

西

米
穀

運

錆

調
査

、

支

那
経

済

資

料

8
、

東

京

、
生

活

社

刊

、

昭
和

十

五
年

八
月

、
頁

・

=

「=

.

一
六

九

ー

一
七

〇

支

那

省

別
全

誌

、
第

十

一
巻

、
江

西

省

、
同

註

十

三

)頁

・
二

〇

四
ー

二

二

四

江
西

省

政
府

経

済
委

員

会

編

、
九

江

経

済
調

査

、
支

那
経

済

資

料
六

、

東
京

、

生

活

社
刊

、

昭

和

十

五
年

八

月
、

頁

・
八

三
ー

九

一

同
註

⑯

、
頁

・
二
〇

一
、

一
=

七

同
註

㈲

、

頁

.

}
七

5

二
〇

同
註

㈲

、

頁

・

=
二
八I
m
p
e
r
i
a
l
 
M
a
r
i
t
i
m
e
 
C
u
s
t
o
m
s
'
 
D
e
c
e
n
n
i
a
l
 
R
e
p
o
r
t
s

一
九

〇

二
～

一
九

一

一

頁

.
三

〇

三

同
註

㎝

、

頁

・

=

二
七
、

一
四

三

金

国
宝

、

「
洋
米

征

税

之
先

決

問

題
」
、
銀

行

週
報

、

第

十

七
巻

第

四

一
期

、

一
九

三
三

年

十

月

二
十

四

日
、

頁

・
三

一201「
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劉
大

鉤

、

「
我

国
佃

農

経
済

状

況

」、

福

和

法
編

、

中

国

農
村

経

済

資
料

、

下

冊

、

一
九

三

三
年

。

頁

・

一

一

一
五

。

同
註

⑳

、

頁

・
八

一

章
有

義

、

中

国
近

代

史

農
業

史

資
料

、

第

三
集

、
三

聯

書
店

、

一
九

五
七

年

、

頁

・
三

四

三
。

同
註

ω

、

頁

・
三
九

三

～

四
〇

〇

柏

田
忠

一
、

「支

那

米

輸
出

解

禁

問

題

の
将

來
」

下
、

東

亜
経

済

研

究
所

編

、

東

亜
経

済

、

大
正

九

年

、
頁

・

一
八

二
。

同

註

樹
、

頁

・
二

二

同

前

、
頁

・
二

一
～

二
二

同

註

⑳
、

頁

・
八
〇

ー

八

一

同

註

G①

同

註

樹
、

頁

・
二

四

同

註

㎝
、

頁

・

=

三

実

業

部
国

際

貿

易
局

編

、

中

国
実

業

誌

、
湖

南

省

、

第

二
冊

、
上

海

、
該

局

印
行

、
民

国

二

三
年

、

頁

・
五

一
九

同

註

樹

、
頁

・
二

七

同

前

、
頁

・
二

八

同

註

伺

、
頁

・
二

七

同

註

㈲

、
頁

・
五

～

六

同
註

㈲

、
頁

・
二

八

⊥

二
〇

同
註

的

、
頁

・

一
六

同
註

⑯

、
頁

・
五

〇

七

農

商

会

報

、
第

一
一
六
期

、

「
近
聞

四
」
、

一
九

二
四
年

三
月

。

同
註

樹

、

頁

・
二
八

同
註

⑯

、

頁

・

一
四

七

同
註

⑯

、

頁

・
五
〇

七

ー
五

〇

八
。

同
誌

に
記

録

さ
れ

た

輸
出

鯨

力
穀

米

(
六

〇

〇
萬

担

)

×
当

時

江

西
省

の
精
米

率

(
○

・
四
六

%

)

11
米

五

七

〇
萬

石

当
時

米

穀

剰
鯨

額

(
約
七

、
七

七

〇
、
○

○

○

石

)

×
精
米

率

(
○

・
四
六

)
11
三
五
七
萬

石

章
有

義

、

中

国
近

代

農
業

史

資

料

、
第

二
輯

、

一211一
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同

註

伽
、

頁

・
六

一,三

同

註

切
、

頁

・

一
三

二

同
前

、
頁

・

一
二
.三

同

註

創
、

頁

・
、
【八

同

註

切
、

頁

・

=

一三

～

一
=
.三

。

一
四
七

～

一
五
〇

。

同

註

切
、

頁

・

一
五
七

同

註

吻
、

頁

・
六

.一二

票

志
祥

、

「
二

十
世

紀

初

期
米

糧

交

易
対

農

村

経

済

的
影

響

[
湖
南

省

個
案

研

究

一
(
上

)」

頁

・
三
九

七

同

註

⑳

、
頁

・

一
六
九

C
h
i
n
a
 
W
e
e
k
l
y
 
R
e
v
i
e
w
 
V
o
l
3
2
 
N
o
1
1
(
1
9
2
5
)

。

コ
P
3
1
7

T
h
e
 
C
h
i
n
a
 
Y
e
a
r
 
B
o
o
k
 
1
9
1
9
-
1
9
5
2
0
p
3
6
4

轟

農

鐘

報

、

]
九

]
七
年

二

月

二
十

日
。

李

文

治

、
中

国

近
代

史

農
業

史

資

料

、
第

二
集

、

三
餅

書

店

、

一
九

五

七
年

、

頁

・
五

二
六

一
九

一
五
年

長

江
流

域

各
省

の
紗

票

の
実

質

価

値

安

徽

:

一
〇
〇

%

湖
南

:

五
⊥ハ
%

湖

北

:
八

〇
%

江

西

:
六
七

%

同

註

岡

、
頁

・
三

六

四

陳

翰

笙

、

「中

国

農
民

担

負

的
賦

税

」
、
章

有

義

、

同

註
働

、

頁

・
五
九

二

申

報

、

一
九

二
三

年

二
月

三

日
。

巫
實

三

、

「中

国

糧
食

対

外
貿

易

」
、

登

雲
特

、

中

国
救

荒

史

、

民
国

二
六
年

一

一
月

、
頁

・
三

四

～

三

五

同
註

四

同
註

㎝

、
頁

・

]
=

二

農
政

報

告
第

五
巻

一
二
期

一
九

三
七

年

一
二
月

、

頁

・
三

三

〇

T
h
e
 
C
h
i
n
e
s
e
 
P
e
a
s
a
n
t
r
y
 
"
T
h
e
 
C
o
m
m
u
n
i
s
t
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
"
 
V
o
l
3
 
N
o
6
 
D
e
c
3
0
 
1
9
2
6
P
3
6
6

①
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申

報

年

鑑

、
民

国

二

四
年

、

頁

・
K

・
二

八

よ
り

統

計

民
国

二
二
年

、

申

報
年

鑑

、

頁

・
五

三
～

五

五
よ

り

統

計

馬
乗

風

、

最
近

中

国

農
村

経

済

諸
実

相

之

暴

路
」
、

中

国
経

済

、

第

1
巻

第

1
期

一
九

三

三
年

四
月

、

頁

.
二
七

同
註
㎝
、
頁
・
二
二
二
～
二
二
四

表
参
照

江
西
省
小
作
農
の
年
収
入
と
支
出
額
の
比
較
(元
)

小

作

耕

地

区

分

百

畝

以

卜

五
十
畝
以
上

五
十
畝

以
下

収
入窩粥胴

田

地

費

用
鵬7342

其

他

費

用
蜥囎爾

緻

租
額㎜鵬㎜

差
額

901611

資

料
來

源

:
民

国

.
一i

一年
申

報

年
鑑

P

・
頁

五
..
～
κ
κ

圃

「
一
九

三

二
年

中

国

農
業

恐

慌

底
新

姿

態

一
農

収

成

災
」
、

東
方

雑

誌

、
第

二
九

巻

第
七

号

、

民

国

二

一
年

一
二
月

一
日
、

頁

.
九

㈹

「
百
護

照

」

と

は
政

府

が
米

の
移

出
を

担

当

す

る
商

人

、

商
行

に
発

行

す

る
許

可

で
あ

り

、

別
商

人

に

護
渡

す

る

こ

と

が

で
き

た

。

⑳

毯

然

、

「洋

米

婁
征

税

之

研
究

」
、

銭

業

日
報

、

第

一
四
巻

第

二
号

、

専

論
、

一
九

三

四

四
年

二

月

、
頁

.
二

〇

⑳

穆

繭

初

、
「
米

貴

之

原
因

及

補
救

法

」
、

東
方

雑

誌

、
第

十

七

巻
第

五
号

、

一
九

二
〇
年

八
月

頁

・

一
一
⊥ハ
～

一
一
レ
し

圃

同
註

幽

、
頁

・
二
〇
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